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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和５年３月１０日（金）午前９時５９分 開会 

  平成２８年１１月１５日 午後４時４８分 散会 

 

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 三 好 義 治   副委員長 野 口  博   委  員 安 藤  薫 

  委  員 村 上 英 明   委  員 塚 本  崇   委  員 三 好 俊 範 

委  員 光 好 博 幸 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森 山 一 正   

副市長 奥 村 良 夫  副市長 福 渡  隆 

市長公室長 平 井 貴 志  総務部長 山 口  猛  建設部長 武 井 義 孝 

監査委員・選挙管理委員会・公平委員会・固定資産評価審査委員会事務局長 池上 彰 

消防長 松 田 俊 也  総務部理事 辰 巳 裕 志  建設部次長 松 倉 昌 明 

総務部参事兼工事検査室長 永 田  享  同部参事 槙 納  縁 

建設部参事兼建築課長 江 草 敏 浩  同部参事兼道路交通課長 寺 田 満 夫 

総務課長 川 本 勝 也  防災危機管理課長 竹 下 博 和 

資産活用課長 森 﨑 孝 弘  財政課長 森 川  護 

情報政策課長 下 郡 光 礼  市民税課長 妹 尾 紀 子 

固定資産税課長 藤 原 英 昭  納税課長 南 池 英 次 

都市計画課長 杉 山  剛  水みどり課長 宮 城 陽 一 

道路管理課長 西  勝 也 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 橋 本 英 樹 同局書記 米 山 大 輝 

 

１．審査案件 

  議案第１号 令和５年度摂津市一般会計予算所管分 

議案第９号 令和４年度摂津市一般会計補正予算（第９号）所管分  
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（午前９時５９分 開会） 

○三好義治委員長 ただいまから、総務建

設常任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。本日は、

総務建設常任委員会をお持ちいただきま

して、大変ありがとうございます。 

 本委員会では、令和５年度一般会計予算

ほか９件のご審査を賜ります。何とぞ慎重

審査の上、ご可決いただきますようよろし

くお願いいたします。 

 一旦、退席させていただきます。 

○三好義治委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、三好俊範

委員を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しています案のとおり行うことに異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。 

 本２件について、補足説明を求めます。 

 山口総務部長。 

○山口総務部長 議案第１号、令和５年度

摂津市一般会計予算のうち、防災危機管理

課分を除く総務部の所管分につきまして、

目を追って、主なものを補足説明させてい

ただきます。 

 まず、歳入でございますが、予算書の２

０ページ、款１市税、項１市民税、目１個

人は、前年度に比べ３億５，４５０万円の

増額でございます。 

 目２法人は、前年度に比べ４億３，５１

０万円の増額でございます。 

 項２固定資産税、目１固定資産税は、前

年度に比べ７，６６０万円の増額でござい

ます。 

 目２国有資産等所在市町村交付金及び

納付金は、前年度に比べ１００万円の減額

でございます。 

 項３軽自動車税、目１環境性能割は、前

年度に比べ３６０万円の増額でございま

す。 

 目２種別割は、前年度に比べ４１０万円

の増額でございます。 

 次に、２２ページ、項４市たばこ税は、

前年度に比べ２，７００万円の増額でござ

います。 

 項５都市計画税は、前年度に比べ２，６

７０万円の増額でございます。 

 款２地方譲与税、項１地方揮発油譲与税

は、前年度に比べ２００万円の増額でござ

います。 

 項２自動車重量譲与税は、前年度に比べ

３００万円の減額でございます。 

 次に、２４ページ、項３森林環境譲与税

は、前年度と同額でございます。 

 款３利子割交付金は、前年度に比べ１０

０万円の減額でございます。 

 款４配当割交付金は、前年度に比べ３，

３００万円の増額でございます。 

 款５株式等譲渡所得割交付金は、前年度

に比べ１，２００万円の増額でございます。 

 次に、２６ページ、款６法人事業税交付

金は、前年度に比べ２，２００万円の増額

でございます。 

 款７地方消費税交付金は、前年度に比べ

２億２００万円の増額でございます。 

 款８ゴルフ場利用税交付金は、前年度に
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比べ５０万円の増額でございます。 

 款９環境性能割交付金は、前年度に比べ

２００万円の減額でございます。 

 次に、２８ページ、款１０地方特例交付

金は、前年度に比べ１，５００万円の減額

でございます。 

 款１１地方交付税は、前年度に比べ６億

５，０００万円の増額でございます。 

 款１２交通安全対策特別交付金は、前年

度に比べ１００万円の減額でございます。 

 次に、３０ページ、款１４使用料及び手

数料、項１使用料、目１総務使用料は、庁

舎施設等使用料でございます。 

 目５土木使用料は、市営住宅使用料及び

市営住宅用地使用料でございます。 

 次に、３２ページ、項２手数料、目１総

務手数料は、税務諸証明手数料、税務督促

手数料及び審査請求提出書類等写し等交

付手数料でございます。 

 次に、３４ページ、目４土木手数料は、

自動車保管場所使用承諾証明手数料でご

ざいます。 

 次に、３６ページ、款１５国庫支出金、

項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金は、

デジタル基盤改革支援補助金でございま

す。 

 次に、４０ページ、項３委託金、目１総

務費委託金は、基幹統計調査委託金及び統

計調査員確保対策事業委託金でございま

す。 

 次に、４８ページ、款１６府支出金、項

３委託金、目１総務費委託金は、府税徴収

事務委託金でございます。 

 次に、５０ページ、款１７財産収入、項

１財産運用収入、目１財産貸付収入は、土

地貸付収入でございます。 

 目２利子及び配当金は、各種基金利子で

ございます。 

 項２財産売払収入は、土地売払収入でご

ざいます。 

 次に、５２ページ、款１８寄附金は、一

般寄附金でございます。 

 款１９繰入金、項１特別会計繰入金は、

前年度と同額でございます。 

 項２基金繰入金、目１財政調整基金繰入

金は、前年度に比べ１１億３，３４６万６，

０００円の減額でございます。 

 目２公共施設整備基金繰入金は、前年度

に比べ１，９３７万３，０００円の増額で

ございます。 

 目６減債基金繰入金は、前年度に比べ６

万８，０００円の減額でございます。 

 次に、５４ページ、款２０諸収入、項１

延滞金、加算金及び過料は、前年度に比べ

４００万円の減額でございます。 

 項４雑入、目１滞納処分費は、前年度と

同額でございます。 

 目２雑入は、市町村振興協会交付金など

でございます。 

 次に、６０ページ、款２１市債は、前年

度に比べ４億６，４９０万円の増額でござ

います。 

 なお、本年度発行予定の市債の内訳とい

たしまして、目１総務債は、システム再構

築事業債、コミュニティプラザ外壁等改修

事業債、味生コミュニティセンター（仮称）

建設事業債、体育館空調設備整備事業債及

び温水プール屋上防水改修事業債でござ

います。 

 目２民生債は、市立みきの路高圧受電設

備改修事業債、民間保育所施設整備補助事

業債、とりかいこども園建設事業債及び子

育て総合支援センター遊戯室空調設備整

備事業債でございます。 

 目３衛生債は、斎場火葬炉設備改修事業

債、葬儀会館改修事業債、廃棄物広域処理
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推進事業債及び環境センター閉鎖事業債

でございます。 

 次に、６２ページ、目４土木債は、道路

整備事業債、橋梁長寿命化修繕事業債、交

通安全対策事業債、千里丘三島線道路改良

事業債、正雀南千里丘線外２路線道路改良

事業債、排水路ポンプ場施設整備事業債、

三線水路改修事業債、阪急京都線連続立体

交差事業債及び千里丘駅西地区再開発事

業債でございます。 

 目５消防債は、広域消防指令情報システ

ム整備事業債及び消防団車両整備事業債

でございます。 

 目６教育債は、小・中学校屋内運動場空

調設備整備事業債、千里丘小学校建設事業

債、小学校通用門改修事業債、学童保育施

設増設事業債及び図書館外壁改修事業債

でございます。 

 目７臨時財政対策債は、臨時財政対策債

及び借換債でございます。 

 借入限度額及び借入方法等につきまし

ては、９ページの第３表地方債に記載のと

おりでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、６８

ページ、款２総務費、項１総務管理費、目

１一般管理費は、７２ページまでに記載の

とおり、内部事務に係る経費などでござい

ます。 

 目２文書広報費は、郵送や印刷事務に係

る経費などでございます。 

 次に、７４ページ、目４財産管理費は、

庁舎や集会所に係る維持管理経費などで

ございます。 

 次に、７８ページ、目９電子計算費は、

庁内等の電子計算処理に係る経費でござ

います。 

 次に、８６ページ、目１７諸費は、地区

集会所補修費補助金でございます。 

 目１８財政調整基金費から目２０減債

基金費までは、各種基金利子を積み立てる

ものでございます。 

 次に、８８ページ、項２徴税費、目１税

務総務費及び目２賦課徴収費は、税務事務

に係る経費でございます。 

 次に、９６ページ、項５統計調査費、目

１統計調査総務費は、統計調査に係る経費

でございます。 

 目２基幹統計調査費は、各種基幹統計調

査に係る経費でございます。 

 次に、１６０ページ、款７土木費、項５

住宅費、目１住宅管理費は、市営住宅の管

理に係る経費でございます。 

 次に、１９８ページ、款１０公債費、項

１公債費、目１元金は、前年度に比べ４億

３，５５１万６，０００円の増額でござい

ます。 

 目２利子は、前年度に比べ４３４万８，

０００円の増額でございます。 

 款１１予備費は、前年度と同額でござい

ます。 

 以上、令和５年度摂津市一般会計予算の

補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、令和４年度摂

津市一般会計補正予算（第９号）のうち、

防災危機管理課分を除く総務部の所管分

につきまして、補足説明をさせていただき

ます。 

 まず、初めに８ページ、第３表地方債の

補正をご覧ください。 

 変更につきましては、廃棄物広域処理推

進事業、公民館情報通信ネットワーク環境

整備事業及び学童保育施設増設事業に係

る起債の限度額を変更するものでござい

ます。 

 次に、歳入でございますが、１４ページ、

款１市税、項１市民税、目１個人及び目２
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法人につきましては、当初予算において見

込んだ金額より増加となる見通しから、６

億円増額しております。 

 款１１地方交付税、項１地方交付税、目

１地方交付税につきましては、国の補正予

算に伴う追加交付により、１億４，８４５

万６，０００円を増額しております。 

 次に、１６ページ、款１５国庫支出金、

項２国庫補助金、目５土木費国庫補助金に

つきましては、ストック総合改善に係る社

会資本整備総合交付金を６２万７，０００

円減額しております。 

 次に、１８ページ、項３委託金、目１総

務費委託金につきましては、基幹統計調査

委託金及び統計調査員確保対策事業委託

金を６１万７，０００円減額しております。 

 次に、２０ページ、款１７財産収入、項

１財産運用収入、目２利子及び配当金につ

きましては、３０万円の減額しております。 

 款１８寄附金、項１寄附金、目１寄附金

につきましては、一般寄附金を３４６万３，

０００円増額いたしております。 

 款１９繰入金、項２基金繰入金、目２公

共施設整備基金繰入金につきましては、１，

１３６万６，０００円減額しております。 

 次に、２２ページ、款２０諸収入、項４

雑入、目１滞納処分費につきましては、３

０万円減額しております。 

 款２１市債、項１市債、目３衛生債、廃

棄物広域処理推進事業債及び目６教育債、

公民館情報通信ネットワーク環境整備事

業債及び学童保育施設増設事業債につき

ましては、事業費の減額に伴い、起債発行

額を減額変更しております。 

 続きまして、歳出でございますが、２４

ページから２８ページ、款２総務費、項１

総務管理費、目２文書広報費、目４財産管

理費及び目９電子計算費につきましては、

決算見込みにより減額するものでござい

ます。 

 次に、２８ページ、目１８財政調整基金

費につきましては、今回の補正財源を調整

するため、歳入歳出の差額を積み立てるも

のでございます。 

 目１９公共施設整備基金費及び目２０

減債基金費につきましては、決算見込みに

より減額するものでございます。 

 次に、３０ページ、項２徴税費、目２賦

課徴収費につきましては、決算見込みによ

り減額するものでございます。 

 次に、３２ページ、項５統計調査費、目

１統計調査総務費及び目２基幹統計調査

費につきましては、決算見込みにより減額

するものでございます。 

 次に、５２ページ、款７土木費、項５住

宅費、目１住宅管理費につきましては、決

算見込みにより減額するものでございま

す。 

 次に、５８ページ、款１０公債費、項１

公債費、目１元金及び目２利子につきまし

ては、決算見込みにより減額するものでご

ざいます。 

 以上、議案第９号、令和４年度摂津市一

般会計補正予算（第９号）の補足説明とさ

せていただきます。 

○三好義治委員長 辰巳総務部理事。 

○辰巳総務部理事 議案第１号、令和５年

度摂津市一般会計予算のうち、総務部所管

の防災危機管理課分につきまして、目を追

って、主なものを補足説明させていただき

ます。 

 まず、歳入でございますが、予算書４０

ページ、款１５国庫支出金、項２国庫補助

金、目６消防費国庫補助金は、防災マップ

作成業務に伴います社会資本整備総合交

付金でございます。 
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 続きまして、歳出でございますが、８０

ページ、款２総務費、項１総務管理費、目

１０防犯対策費は、防犯対策に係る経費な

どでございます。 

 １６８ページ、款８消防費、項１消防費、

目４災害対策費は、防災対策に係る経費な

どでございます。 

 以上、令和５年度摂津市一般会計予算の

うち、防災危機管理課所管分の補足説明と

させていただきます。 

○三好義治委員長 武井建設部長。 

○武井建設部長 議案第１号、令和５年度

摂津市一般会計予算のうち、建設部が所管

しております事項につきまして、目を追っ

て、主なものについて、補足説明をさせて

いただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 予算書の３０ページ、款１４使用料及び

手数料、項１使用料、目４農林水産業使用

料は、法定外水路占用料でございます。 

 目５土木使用料のうち、道路占用料、公

園占用料、駐車場用地使用料でございます。 

 ３２ページ、項２手数料、目１総務手数

料のうち、道路管理課の諸証明手数料でご

ざいます。 

 ３４ページ、目３農林水産業手数料のう

ち、水路敷地境界明示手数料及び水路敷地

謄本交付手数料でございます。 

 目４土木手数料のうち、道路敷地境界等

明示手数料や開発許可等手数料などでご

ざいます。 

 ３８ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目５土木費国庫補助金のうち、

交通安全対策や、４０ページ、狭隘道路拡

幅整備助成金などの社会資本整備総合交

付金などでございます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目６土木費府補助金は、耐震改修補

助金や、４８ページ、都市再生地籍調査委

託補助金、権限移譲交付金などでございま

す。 

 ５０ページ、項３委託金、目２土木費委

託金のうち、河川環境整備工事委託金など

でございます。 

 款１７財産収入、項１財産運用収入、目

１財産貸付収入のうち、道路交通課の土地

貸付収入でございます。 

 目２利子及び配当金のうち、緑化基金利

子でございます。 

 ５２ページ、款１９繰入金、項２基金繰

入金、目５緑化基金繰入金は、緑化推進事

業への緑化基金繰入金でございます。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入のうち、建築確認申請者負担金や

自転車自動車駐車場指定管理者納付金な

どでございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １３８ページ、款５農林水産業費、項１

農業費、目４農業水路費は、１４０ページ、

内水氾濫解析業務委託料や神安土地改良

区負担金などでございます。 

 １４４ページ、款７土木費、項１土木管

理費、目１土木総務費のうち、１４６ペー

ジ、土木維持作業業務委託料などでござい

ます。 

 目２交通対策費は、指定管理者への駐車

場管理委託料や公共施設巡回バス運行管

理業務委託料などでございます。 

 １４８ページ、項２道路橋りょう費、目

１道路橋りょう総務費は、千里丘駅前広場

やモノレール駅前広場の管理委託料など

でございます。 

 目２道路維持費は、道路維持に係る修繕

料や道路維持工事などでございます。 

 目３交通安全対策費は、１５０ページ、

交通安全対策工事や正雀南千里丘線外２



- 7 - 

 

路線、（阪急正雀駅前）道路改良事業に係

る土地購入費及び移転補償費などでござ

います。 

 項３水路費、目１排水路費のうち、１５

２ページ、ポンプ場施設等維持管理業務委

託料や水位計設置工事などでございます。 

 項４都市計画費、目１都市計画総務費の

うち、１５４ページ、住宅マスタープラン

改定委託料や狭隘道路拡幅整備助成金な

どでございます。 

 目２街路事業費のうち、都市計画課の都

市景観事業に係る報償金などでございま

す。 

 目３緑化推進費は、１５８ページ、摂津

市緑化推進連絡会補助金などでございま

す。 

 目４公園管理費は、公園維持に係る修繕

料や公園管理委託料などでございます。 

 １６６ページ、款８消防費、項１消防費、

目３水防費は、１６８ページ、安威川ダム

水特法１２条負担金などでございます。 

 以上、建設部の所管いたします予算内容

の補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、令和４年度摂

津市一般会計補正予算（第９号）のうち、

建設部が所管しております事項につきま

して、目を追って、主なものについて、補

足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 補正予算書の１６ページ、款１５国庫支

出金、項２国庫補助金、目５土木費国庫補

助金は、社会資本整備総合交付金などの国

からの内示に合わせ補正するものでござ

います。 

 １８ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目６土木費府補助金は、大阪府補助

金の額確定に伴い、補正するものでござい

ます。 

 ２２ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、自転車自動車駐車場指定管理

者納付金の額確定に伴い補正するもので

ございます。 

 次に、歳出でございます。 

 ４４ページ、款５農林水産業費、項１農

業費、目４農業水路費は、内水氾濫解析業

務委託料などの年度末見込額を補正する

ものでございます。 

 ４６ページ、款７土木費、項１土木管理

費、目２交通対策費は、交通安全対策工事

などの年度末見込額を補正するものでご

ざいます。 

 項２道路橋りょう費、目１道路橋りょう

総務費は、現況平面図等修正及び認定道路

網図作成委託料などの年度末見込額を補

正するものでございます。 

 ４８ページ、目２道路維持費は、道路維

持工事などの年度末見込額を補正するも

のでございます。 

 目３交通安全対策費は、正雀南千里丘線

外２路線、（阪急正雀駅前）道路改良事業

に係る土地購入費などの年度末見込額を

補正するものでございます。 

 項３水路費、目１排水路費は、浸水対策

計画作成業務委託料などの年度末見込額

を補正するものでございます。 

 項４都市計画費、目１都市計画総務費は、

５０ページ、狭隘道路拡幅整備助成金など

の年度末見込額を補正するものでござい

ます。 

 目２街路事業費のうち、都市計画課の都

市景観事業に係る報償金の年度末見込額

を補正するものでございます。 

 目４公園管理費は、ちびっこ広場管理補

助金の年度末見込額を補正するものでご

ざいます。 

 以上、建設部の所管いたします補正予算
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の補足説明とさせていただきます。 

○三好義治委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 ご説明ありがとうござい

ます。 

 質問に入らせていただきたいと思いま

す。 

 まず、１番目です。予算書の６２ページ、

市債の部分です。 

 発行額として３８億３，６４０万円、予

定されております。推移を見ておりますと、

令和元年度が１１億８，９００万円、令和

２年度が１８億８，６００万円、令和３年

度からは大幅に増えておりまして、３７億

５，３００万円、令和４年度が３３億７，

１００万円となっております。令和５年度

がさらに増額となっておりますので、その

起債見込みの増の理由について、まずお尋

ねしたいと思います。 

 続きまして、２番目、予算書の２２ペー

ジでございます。市たばこ税です。前年度

と比較して２，７００万円増で、先日の本

会議での説明ですと、３．８％増と説明を

受けております。まず、この増額の理由に

ついてお尋ねしたいと思います。 

 続きまして、予算概要の２０ページ、Ｆ

Ｍ推進事業でございます。このＦＭ推進事

業について、優先順位のつけ方をお尋ねし

たいと思います。 

 続きまして、２２ページ、ＤＸ推進事業

です。業務調査等委託料の内容について、

一度お尋ねいたします。 

 それから、庁用器具費２８万２，０００

円の中身についてお聞かせください。 

 続いて、情報管理事業の中のシステム構

築委託料、約７億８，０００万円について、

前回も本会議で議論があったかと思うの

で、要望だけさせていただきたいと思って

おります。 

 まず、お聞きしている限りでは、この再

構築に当たって、５００台以上のパソコン

を更新するとのことです。使用しているソ

フトウエアについて、ＬＧＷＡＮとクラウ

ドとの相性が悪いので、最新のソフトが使

用できないと伺っています。ですので、そ

の辺については、しっかりとメーカーに対

しても要望を上げていただくなりして、連

携してやっていただくようお願いいたし

ます。これは、要望とさせていただきます。 

 続きまして、８２ページ、交通安全啓発

事業についてです。４月から自転車用ヘル

メットの着用が努力義務となりますが、い

まだに啓発が浸透していないのではと思

っています。令和５年度の啓発活動につい

て、まずお聞かせください。 

 それから、８４ページ、公共交通確保維

持事業でございます。これは、公共交通の

在り方検討会を通じてやっておられると

は思います。まずその案を作成するに当た

っての考え方と推進について、お聞かせく

ださい。 

 続きまして、８６ページ、千里丘三島線

道路改良事業です。この中で、千里丘駅南

交差点から千里丘東２丁目までは、現地を

見る限りほとんど終了していると思って

います。残り５％と聞いておりますが、こ

れについて、今後の見込みをお聞かせいた

だきたいと思います。 

 続きまして、同じく８６ページ、交通安

全対策事業です。この中において、グリー

ンベルトの設置を実施すると聞いており

ます。まず、グリーンベルトの設置につい

ての考え方をお伺いしたいと思います。 

 同じく、交通安全対策事業の中で、ハン

プを鳥飼和道地区に設置すると聞いてお
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ります。摂津市内は、鶴野、別府、正雀と

いうゾーン３０地区を抱えている中で、こ

のハンプ設置に関わる考え方を、まずお伺

いしたいと思います。 

 続きまして、８８ページです。都市計画

マスタープラン策定事業について、令和５

年度のスケジュールをお聞かせください。 

 続きまして、９０ページでございます。

都市景観事業です。景観形成地区の指定に

係る審議会を開催すると聞いております。

まず、このメンバー構成についてお尋ねい

たします。 

 続きまして、同じく９０ページ、住宅環

境整備事業です。この中身について、民間

の情報ですと、摂津市内の空き家率が１３．

８％程度、これは戸建てとかマンションな

ども含む数値として聞いております。これ

に対してどのようなアプローチを令和５

年度に行われるのか、お聞きしたいと思い

ます。 

 続いて、同じく９０ページ、震災対策推

進事業のうちのブロック塀等撤去補助金

についてです。大阪北部地震から５年たつ

わけですけれども、啓発についてどのよう

にアプローチするのか、お聞かせください。 

 続いて、少し戻りまして、８８ページ、

排水路ポンプ場管理事業です。水位計及び

監視装置の設置をすると伺っております。

浸水防除施設への設置の考え方について、

まずお伺いしたいと思います。 

 続きまして、９２ページです。公園維持

管理事業について、このうち公園整備調査

委託料の令和５年度の取組についてお伺

いいたします。 

 続いて、同じく公園維持管理事業のうち

の３号街区公園整備工事実施設計委託料

について、実施の考え方をお伺いいたしま

す。 

 続いて、同じく公園維持管理事業の中で、

公園魅力向上実証実験補助金についてで

す。先の代表質問でもありましたけれども、

令和５年度は実証実験をやると聞いてお

りますので、これはまた今後広げていただ

くようにお願いいたします。これは、要望

といたします。 

 それから、続きまして、公園維持管理事

業の中の公園管理委託料についてです。公

園において日常点検などを行っておられ

ると思いますが、公園のトイレに関する修

繕の考え方についてお尋ねいたします。 

 続きまして、１０２ページ、防災危機管

理課の防災対策事業、地震時業務マニュア

ル作成業務委託料について、まずは令和５

年度の取組をお伺いいたします。 

 続いて、同じく防災対策事業の市民用避

難所運営マニュアル作成業務委託料につ

いて、令和５年度の取組をお伺いいたしま

す。 

 最後になりますけれども、戻りまして、

８６ページ、橋梁長寿命化修繕事業につい

て、考え方をお伺いいたします。 

 以上、要望２点と２１項目になるかと思

いますが、よろしくお願いいたします。 

○三好義治委員長 答弁を求めていきま

す。 

 森川課長。 

○森川財政課長 質問番号１番の予算書

６２ページ、市債見込額が増額となってい

る理由についてでございます。現在、千里

丘駅西地区再開発事業をはじめとする大

規模事業の実施に伴いまして財源を確保

するためにも、令和３年度決算において元

金償還金を超える市債を発行いたしてお

ります。 

 また、令和４年度及び令和５年度におき

ましても、同様に大規模事業の実施に伴い
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まして、歳出予算額が増加をしております。 

 今後におきましても、当面は引き続き大

規模事業の実施を見込んでおりますこと

から、将来的な財政状況を見据え、基金の

活用に加えまして、元金償還金を超える市

債の発行により、財源を確保するものであ

ります。このことから、市債発行額が増加

をしているものであります。 

○三好義治委員長 妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 質問番号２番、市民税

課に係りますご質問に答弁申し上げます。 

 令和５年度の市たばこ税について、令和

４年度当初予算より３．８％増、２，７０

０万円増となっている理由についてとい

うことでございました。 

 まず、令和４年度の当初予算の市たばこ

税につきましては、健康志向に伴う消費本

数の減と税制改正による税率の引上げに

よる影響を考慮した予算額を計上してお

りました。 

 しかし、１２月末時点での収納状況を見

ておりますと、それほど減という状況では

なく、決算見込みとしては、令和３年度並

みの７億４，０００万円程度は見込まれる

のではないかとの状況となっております。 

 そのため、令和５年度につきましては、

その決算見込みから消費本数の減少を０．

４％程度と見込みまして、７億３，７００

万円の予算を計上いたしました。 

 令和４年度の消費本数の減少が想定以

下であったため、結果として、令和５年度

の当初予算の額が前年度より増額となっ

たということでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 森﨑課長。 

○森﨑資産活用課長 質問番号３番、予算

概要２０ページのＦＭ推進事業に係るご

質問にご答弁申し上げます。 

 本市におきましては、摂津市公共施設等

総合管理計画を基本として、毎年度の施設

管理者の点検実施により計画的な保全の

推進のために、基本のＰＤＣＡサイクルに

取り組んでおります。 

 その点検結果により、修繕の優先度判定

を活用しながら、市としての事業優先度を

考慮した上で、次年度の改修や修繕の予算

措置に反映しているところでございます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 下郡課長。 

○下郡情報政策課長 質問番号４番、ＤＸ

推進事業の業務調査等委託料についての

ご質問にお答えをいたします。 

 この委託料につきまして、令和４年度当

初予算と比較をいたしますと増額になっ

ております。この要因といたしましては、

主要事業にも上げさせていただいており

ます、基幹システムの標準化に向けたシス

テムの調査費用を計上させていただいて

いるものでございます。 

 なお、この基幹システムの標準化につき

ましては、自治体の基幹業務となる２０業

務を令和７年度末までにデジタル庁が調

達いたしますガバメントクラウドを活用

いたしまして、標準準拠システムを利用で

きるようにするものでございます。令和５

年度といたしましては、標準システムと現

行システムの相違点の調査を行ってまい

ります。 

 続きまして、庁用器具費の中身について

のご質問にお答えをいたします。 

 この庁用器具費につきましては、備品２

点の購入費を計上いたしております。 

 まず１点目が、ＡＩの音声認識技術を活

用いたしました文字起こしツール機器の

購入費でございます。 

 会議録等の作成を行う各課に貸出しを
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行いまして、全庁的な文字起こしの作業時

間の削減を目指してまいりたいと考えて

おります。 

 それから、２点目は、庁内でウェブ会議

が増えている状況でございますので、複数

人が同席するような形式でのウェブ会議

で使用いたします３６０度カメラ付きの

スピーカーの購入費を計上させていただ

いております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 寺田部参事。 

○寺田建設部参事 ５番目、交通安全啓発

事業に係ります自転車ヘルメットの普及

啓発の取組についてのご質問にお答えい

たします。 

 こちらについては、代表質問の議論でも

ございましたように、道路交通法が改正さ

れまして、この４月から全年齢に対する自

転車乗車時のヘルメット着用が努力義務

化された部分でございます。 

 それに向けまして、市民向けの啓発につ

きましては、令和５年度の取組といたしま

して、全年齢向けに既にホームページでは

広報・周知させていただいておりますが、

広報紙であったり、ＳＮＳ、ＬＩＮＥ、Ｉ

ｎｓｔａｇｒａｍ、各施設へのチラシの配

架、あと学生のヘルメット着用というとこ

ろでは、就学前の児童であったり、これは

保護者も合わせた検討もさせていただい

ております。そういうような活動であった

り、小学校については、５月に実施してお

ります小学３年生向けに毎年実施をさせ

ていただいております自転車教室での啓

発、あと摂津高校の生徒は自転車通学が多

いこともありまして、随時、教室等での啓

発をさせていただいております。 

 それと併せまして、街頭での啓発として、

第三中学校前並びに摂津郵便局前での街

頭の指導啓発も実施をさせていただく予

定で考えております。 

 また、高齢者向けとして、交通安全大会

等、様々な場での周知・啓発に取り組んで

まいりたいと考えております。 

 特に、職員向けでございますが、通勤並

びに公用で自転車を利用する場合がござ

いますので、人事課長、それから道路交通

課長の連名で庁内発信を既に行わせてい

ただいているところでございます。 

 続きまして、公共交通の在り方検討会の

考え方というお問いでございました。 

 今年度４月に市域全体の公共交通の維

持確保並びに市民の交通利便性の向上を

図ることを目的にいたしまして、庁内の関

係職員を中心とした検討会を発足いたし

ております。 

 これまで、学識経験者・専門家のご助言

もいただきながら、日常における移動アン

ケートの結果の分析や将来の見通しを想

定し、将来の道路、公共交通の在り方や、

持続可能性のある交通サービス分担の設

定など、議論を大いに進めておるところで

ございます。 

 本市のあるべき姿であったり、なりたい

姿を、将来像を描きながら、その中で地域

公共交通がどのような役割を担うべきか

などの検討に取り組んでいるところでご

ざいます。 

 今後は、この検討会で検討いたしました

将来像や当面の取組の方向性を踏まえま

して、市民や関係機関の方々、特に交通に

関わる関係者が多くございますので、その

方々が参画する協議会の場におきまして、

さらに議論を深め、数年をかけて市の持続

可能な地域公共交通計画の具体化を探っ

ていく考えでございます。 

 続きまして、千里丘三島線道路改良事業
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の千里丘駅南交差点から阪急踏切にかけ

て、用地取得がまだ残っている部分でのお

問いでございます。 

 千里丘東２丁目地内におきまして、一部、

用地が取得できていないところにつきま

しては、その民地の地権者様と旧の村側の

境界線について、認識の相違がございます。 

 長年、協議を行ってきたところでござい

ますが、当事者同士の協議ではなかなか整

理がつかない状況にも至っておりますの

で、一定、国の法務局が設けております筆

界特定制度という制度がございますが、そ

ちらを活用することによりまして、法務局

からの判断で筆界を明らかにすることで、

迅速に解決を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 ただ、この申請に当たりましては、筆界

特定までかなり時間を要するとお聞きい

たしておりますので、もうしばらくこの解

決については、時間がかかると想定いたし

ております。 

 続きまして、交通安全対策におけますグ

リーンベルト設置の考え方でのお問いで

ございました。 

 こちらにつきましては、先年起きました

痛ましい事故を受けまして、教育委員会並

びに摂津警察署と合わせた形で合同点検

する中で、緊急に安全対策が必要なところ

を点検いたしております。 

 その結果を受けまして、歩道と車道が分

離されていないような狭小な道路での通

行区分を明らかにして、自動車の運転者に

もはっきり分かるようにグリーンベルト

の設置をするように、現在、計画的に整備

を進めさせていただいているところでご

ざいます。 

 続きまして、ハンプ設置の考えのお問い

でございました。 

 ゾーン３０の効果のお問いもあったか

と思います。こちらについては、摂津市内

でゾーン３０は、鶴野地区、東別府地区、

正雀本町２丁目の地区が指定されており

ます。この指定に当たりましては、警察で

指定をされてございます。 

 このゾーン３０の目的といたしまして

は、生活道路における歩行者・自転車の安

全な通行を確保することを目的とした交

通安全対策の一つでございます。 

 区域を定めて制限速度３０キロの規制

を実施するとともに、その他、安全な対策

を組み合わせ、抜け道になるような車両の

通行速度を抑制する。そもそも、抜け道自

体、通過しないように抑制という目的でさ

せていただいております。 

 その中で、ハンプですが、これはあくま

で物理的に凸形状に舗装の形状を変える

ことによって、車両の速度を抑制し、なお

かつ通りにくいことにより通行量自体を

抑制する目的で、現在、国全体で推し進め

られておる施策でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 都市計画マスター

プランの改定につきまして、令和５年度の

スケジュールについてのご質問にお答え

いたします。 

 改定作業につきましては、令和３年度か

ら着手しておりまして、令和４年度の現時

点で改定案を作成しております。 

 この改定案につきまして、令和５年度は、

４月以降に庁内関係各課への意見照会を

行い、７月以降にはパブリックコメントを

実施しようと考えております。 

 その後、最終調整を行った上で、改定版

を公表いたします。 

 公表につきましては、早ければ年内、遅
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くとも令和５年度中に予定をしておりま

す。 

 続きまして、都市景観まちづくり審議会

のメンバーに関するご質問にお答えいた

します。 

 審議会の組織につきましては、摂津市都

市景観まちづくり審議会規則第３条に、学

識経験を有する者、関係行政機関の職員、

市民、これらのほか市長が適当と認める者

のうちから１０名以内で組織すると規定

されております。 

 これに基づきまして、今回の組織としま

しては、学識経験者２名、関係行政機関の

職員１名、市民３名、このほか大阪屋外広

告美術協同組合と大阪府建築士会から推

薦いただいた各１名の計８名を予定して

おります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 江草部参事。 

○江草建設部参事 予算概要９０ページ

の空き家についてお答えさせていただき

ます。 

 住宅につきましては、所有者による管理

が基本となってまいります。先ほど委員が

おっしゃられた民間調査の１３．８％の空

き家について、申し訳ないですけれども、

その数字は把握しておりません。 

 一般的なお話になってまいりますけれ

ども、空き家とか建物の活用とかのご相談

をいただきましたら、大阪府でも、空き家

や住まい相談の総合窓口が設置されてお

り、短時間でありましたら、無料でリフォ

ームや売却など、不動産関係もその中に入

っておりますので、ご案内させていただき

ます。 

 管理不全の空き家等につきましては、特

定空家等が増加しないように、助言等を引

き続き行わせていただく活動を進めてま

いります。 

 続きまして、予算概要９０ページのブロ

ック塀の啓発活動についてでございます。 

 委員がご指摘のとおり、大阪北部地震か

ら日数がたちまして、意識低下はあるかと

思います。 

 本市のアプローチといたしましては、毎

年、自治会の回覧を活用して、ブロック塀

だけではなくて、建物についても、耐震の

必要性を求めるチラシの回覧をしており

ます。 

 あと、意識低下のお話がありましたけれ

ども、ホームページでも同様の案内をして

いるとともに、明日、「３．１１」がござ

います。地震として大阪北部地震、東日本

大震災、熊本地震のときにつきましては、

大きな地震がいつ来るか分からないとい

うことを、トップに上がるようにホームペ

ージで耐震の啓発を行っております。 

 ちなみに、明日についても、東日本大震

災の記憶が薄れないようにということで、

ホームページのトップに上げるようにし

ております。 

 あと、啓発の一つとして、来年度につき

ましても、木造の耐震に関しての相談会が

実施できるように、関係団体との調整を進

めておるところであります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 水みどり課に関し

ますご質問にお答えいたします。 

 まず、一つ目の排水路ポンプ場管理事業

の水位計設置に対する考えについてお答

えいたします。 

 現在、大雨時の市内の浸水防除は、大阪

府の下水道流域幹線に暫定的に設けられ

た取水口と安威川や神崎川、鳥飼水路へ強

制排水する排水ポンプにより行っており
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ます。 

 これら浸水防除に係る施設の運転操作

については、水みどり課及び初期防災班が

行っております。 

 大雨時の排水ポンプの運転や取水口ゲ

ートの開閉操作の判断につきましては、雨

雲レーダーや現地での職員の目視による

水位監視と降雨状況の確認が基本となっ

ております。近年、降雨は局地化・集中化・

激甚化していることから、遠隔でも水位監

視を行うとともに、市内各所の水位データ

を記録、蓄積し、事象ごとの水位変動を検

証することで、より迅速かつ適切な大雨時

の判断と対応を行えるようにする必要が

あります。このため、令和２年度より事業

化し、令和６年度末までに水位の遠隔監視

が必要な浸水防除施設２３か所に対して

新たにセンサー式水位計の設置を行うも

のであります。 

 続きまして、二つ目の公園維持管理事業

の公園整備調査委託料についてお答えい

たします。 

 今回の公園整備調査委託料は、環境セン

ター解体後の跡地に整備予定の公園に係

る調査料でございます。 

 現在、公園整備までのスケジュールとし

ましては、令和５年度より環境センター敷

地内において土壌汚染調査等が行われ、そ

の調査結果を踏まえ、令和９年度末に建物

の解体が完了する予定であり、公園の整備

につきましては、環境センター建屋の解体

後となることから、令和１０年度以降の着

手予定となっております。 

 令和５年度の事業内容でございますが、

環境センター敷地の高低差や施設の沿革、

既存樹木の調査などを行い、その結果によ

り図面を作成いたします。作成しました図

面は、令和６年度以降に予定している市民

のアンケート調査や地元住民・関係団体等

を対象としたワークショップの開催等で

使用してまいりたいと考えております。 

 続きまして、三つ目、公園維持管理事業

の３号街区公園の整備工事についてお答

えいたします。 

 ３号街区公園につきましては、明和池公

園の東側に隣接しております。この公園に

つきましては、主に幼児向けの遊具を多く

配置しており、親子連れの利用者の方が多

くおられます。 

 現在これらの公園につきましては、明和

池公園も含め、大きな日よけとなる施設が

ありません。この日よけにつきましては、

利用者の広い世代の方々からも要望を受

けており、令和５年度以降には、３号街区

から遊具の一部を明和池公園へ移設した

上で、大型の屋根を設置するとともに、足

元は人工芝、天然芝とし、安全かつ憩える

施設を整備してまいります。 

 これにより、明和池公園を含めて一体的

により安心して利用できるようになり、地

域全体におけるより一層の魅力向上に寄

与するものと考えております。令和５年度

の事業内容としましては、実施設計を行い、

令和６年度からの工事着手、供用開始に向

けて事業を進めてまいります。 

 最後に、四つ目、公園維持管理事業でト

イレの修繕に関する考え方についてお答

えいたします。 

 市内の都市公園にありますトイレにつ

きましては、洋式化が完了しておりますが、

トイレの形式によっては、洋式化だけをす

ることができないタイプのものもありま

す。そのタイプといいますのがユニット型

であり、手洗い場、小便器、和式が一つの

形になったものであり、便槽が下に蓄えら

れたくみ取り式であります。こういったト
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イレにつきましては、全部を取り換える必

要がありますので、まだ修繕等で洋式化を

行っておりません。 

 ただ、この修繕を全て行うとしますと、

１から作り直すことになります。今求めら

れているバリアフリー化、なおかつ身障者

用トイレ、こういったものを造るとなりま

すと、費用面やそれを設置する広場の大き

さ、こういったものも課題となっておりま

す。我々がしていることとしましては、ト

イレの洋式化を一旦終えまして、トイレは

公園の顔ともよく言われますので、まず公

園内のトイレを外装・内装ともにきれいに

し、照明灯をＬＥＤ化にすることで、明る

くきれいなトイレを進めているところで

す。 

 以上です。 

○三好義治委員長 竹下課長。 

○竹下防災危機管理課長 地震発生時の

業務マニュアルの整備、業務委託内容につ

いてご答弁申し上げます。 

 地震編業務継続マニュアル、ＢＣＰでご

ざいます。各班の非常時優先業務も集約し

ましたが、応急対策業務においても、必要

な職員数の確保が困難と判明しておりま

す。今年度業務継続計画を進めている中で、

地震発災後の３日間、非常時優先業務で真

に必要な業務項目を特定しまして、優先の

高いタスクから人員配置を行っておりま

す。 

 令和５年度につきましては、業務継続計

画で明らかにした応急対策業務を実効性

のあるマニュアルにするため、班編制も含

めて検討してまいります。 

 また、マニュアルの完成後につきまして

は、各班の訓練を実施してまいりたいと考

えております。 

 次に、市民用の避難所運営マニュアルの

作成業務についてでございます。現在避難

所の運営は、全ての対応を市職員が行って

おります。地震編ＢＣＰを検討する中で、

先ほども言いましたが、応急対策業務にお

いて、職員が圧倒的に不足することが判明

しております。防災サポーターや自主防災

会の市民ボランティアの皆さんが運営体

制に加わってもらい、お力をいただく必要

もございます。こうしたことから、地域の

皆さんで避難所運営をしてもらうための

防災サポーターや自主防災会のワークシ

ョップを開きまして、それを通じて意見交

換をしっかり行い、避難所運営まで職員と

市民、それぞれのタスクの整理や運営手順

を検討し、マニュアル作成をしてまいりま

す。 

 また、職員用のマニュアルと市民用のマ

ニュアルの整合性を図るために、職員と市

民との役割を整理し、一体的に作成してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 西課長。 

○西道路管理課長 橋梁長寿命化修繕事

業におけます事業の考え方に関するご質

問にお答えさせていただきます。 

 市内には河川や水路が多くありますこ

とから、これらをまたぐ橋梁も多く、現在

当課では１７０橋あまりの橋梁を管理し

ております。 

 橋梁は道路施設の中でも重大な損傷が

発見された際には、修繕対応に特に時間を

要し、通行者への影響も大きい施設である

ことから、本事業では橋梁の状態を把握す

るための点検、点検結果に基づく長寿命化

修繕計画の策定、計画的な修繕といったメ

ンテナンスサイクルを構築し、適切な維持

管理により、通行者の安全・安心を確保す

るよう努めております。 
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 平成２４年の笹子トンネルの天井板落

下事故を契機とし、平成２６年に橋長２メ

ートル以上の橋梁については、知識と技能

を有する者が近接目視により、５年に一度

点検することを基本とし、その健全性につ

いて、健全、予防保全段階、早期措置段階、

緊急措置段階の４段階で評価することが

法定化されております。 

 このことから、平成２６年度より、当課

でも定期点検を実施しており、その点検方

法は近接目視を基本とすることから、対象

橋梁の立地条件を基に足場や高所作業車、

橋梁点検車などの点検方法を選定し、点検

要領に基づく点検を進め、平成３０年度に

は一巡目を終え、現在は二巡目の点検に入

っております。 

 これまでの定期点検結果の中で、健全性

が緊急措置段階と判定された橋梁はなく、

早期措置段階と判定される橋梁につきま

しては、次の点検までに修繕工事を計画的

に実施し、現在は予防保全型の維持管理に

移行しております。 

 今後もこの予防保全型の維持管理を引

き続き継続できるよう、努めてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 まず一つ目、市債の部分で

す。大型の予算が組まれているところで、

市債発行額が増えているとの趣旨だった

かと思います。 

 一つ考え方の問題で、選択と集中という

手法が言われて久しいと思います。選択と

集中という手法は、大きな広域自治体だっ

たらそれが成り立つと思っています。 

 どういうことかというと、我々大阪維新

の会は目標を設定しています。これは何か

と言うと、東京都の一極集中を打破して、

大阪府を日本の副首都化する。昨日法案も

出させていただいていますけれども、そう

いったところを目指して、選択と集中は大

阪府全体であったら成り立つ戦略である

と考えています。 

 摂津市のような基礎自治体において取

るべき戦略はどうかということを考える

と、私はそれに代わる戦略として、分散と

修繕という考え方がありまして、それが必

要じゃないかと思っています。 

 分散と修繕という考え方は、どういうも

のかといいますと、目標を設定するのでは

なく、問いです。例えば、持続可能なまち

をつくるにはどうしたらいいか、この問い

に対してリソースを分散します。集中する

のではなくリソース。例えば、人員を分散

します。それによって得られた知見であっ

たり、気づき、こういったものを洞察する、

戻すことによってアップデートしていく、

こういう作業が分散と修繕と言われる手

法です。なぜこういう考え方が必要かとい

うと、基礎自治体において第一義的な役割

として、生まれる前から亡くなった後まで

市民サービスを継続する必要があると思

うんです。それを維持するためには、一つ

そういった分散と修繕という考え方によ

って常に考え方、問い自体をアップデート

していく。目標を設定するのではなくて、

どうしたらいいかを常に変化させていく。

この考え方が必要かと私は思っています。 

 この考え方、少し耳慣れないかもしれな

いですけど、自治体経営の考え方について、

一つ部長からお考えをお聞かせいただけ

たらと思っています。 

 ２番目です。市たばこ税についてです。

増額理由については把握いたしました。や

はりこれは健康増進都市として、摂津市は

市たばこ税が増えてしまっている状況で、
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これを健康に回していくのか、それとも、

お隣の吹田市のように、卒煙ブースをお金

をかけてつくっていくのか、こういう選択

肢があるかと思います。この辺については

議論の余地もあるかと思いますが、やはり

一定市民への還元という形で、どうかより

よい方向でご検討いただければと思いま

すので、要望とさせていただきます。 

 続きまして、３番目でございます。ＦＭ

についてです。これも先ほど言いました。

リソースを有効に活用するためにどうい

う考え方かということで、優先順位のつけ

方について、先ほどご答弁いただきました。

これもやはり目標ありきというよりも、常

にどうしたら今安定したサービスを続け

られるかの問いに対するアプローチを考

えていただくことで、ＦＭの考え方自体も

変わるのかと思います。一度ご検討いただ

ければなということで、早急に回答は求め

ないですが、要望とさせていただきます。 

 続きまして、ＤＸ推進についてです。業

務調査等委託料については分かりました。

ただ、１点気になっているところがありま

す。何かというと、システム周りにおける

２０２５年問題です。これは高齢化による

２０２５年ではなくて、２０２５年が昭和

１００年になることから、昔あった２００

０年問題と同じような状況が起こる可能

性が指摘されています。 

 和暦で動いているシステムは、１００年

を迎えるに当たってカウンターリセット

されてしまう。昭和００年になってしまう

ことによって起こる不具合が懸念される

状態でございまして、特に古いシステムで

あると、和暦かつ桁が二つしかないような

システムがあって、それを表面上は平成で

あるとか、計算は昭和でやってるんだけど

も、表示されるのは平成とか令和とかにな

る、こういうシステムが存在している場合

に、不具合が起きる可能性が指摘されてる

ので、一度これについての見解をお伺いし

たいと思います。 

 続いて、５番目です。ＡＩ文字起こしツ

ールなどのことについて理解いたしまし

た。こういったところは積極的に活用して

いただいて、余計な手間が起こらないよう

にやっていただけたらと思います。これは

要望とさせていただきます。 

 続きまして、交通安全啓発事業について

です。あくまで努力義務でございますので、

なかなか強制もできないかと思います。せ

めて職員が通勤される際とか、どこか業務

に行かれる際とかにはヘルメットを着用

していただけるように、我々議員も市民の

代表としてこういった努力をしなきゃい

けないと思っているところです。ただ、人

によってはヘルメットの着用を嫌う方も

おられるかもしれないんで、一定の配慮が

必要なのかと思います。暑くなるけれども、

ネットをかますなり、必要なところはご配

慮いただければと思います。 

 啓発についても、近年は特にロードバイ

クなどがはやってて、高速で交差点に突入

する場面が見受けられます。ですので、や

はり啓発活動を続けていただいて、痛まし

い事故が起こらないように要望させてい

ただきます。 

 続きまして、公共交通確保維持事業です。

やはり市政モニターアンケートでも、交通

に関する市民意識は非常にニーズが高い

と捉えています。 

 その中で、一旦地域のモビリティをどう

向上するのか。例えば、これは皆さんご存

じだと思いますけど、先日豊能町でＡＩオ

ンデマンドバス、ハニタスが実証実験をさ

れていまして、ある一定の効果もまた報告
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が上がってくるかと思っています。 

 東北の震災地域だと、燃料電池を使った

小型バスを運行している事例もございま

す。そういった先行事例も研究していただ

いて、特に今循環バスを走らせていただい

ていますけど、もし循環バスがなかった場

合の交通空白地帯について、どういった網

目を構築することができるかということ

を視点として持っていただくように要望

とさせていただきます。 

 千里丘三島線道路改良事業についてで

す。こちらも時間がかかるということで理

解いたしました。一定の用地確保は進んで

いて、歩行空間としてもかなり便利になっ

たかと思います。少し気になる点としては、

車道と歩道のポールがあるんですけれど

も、間隔が広いところがございまして、そ

この歩道に乗り上げた状態で駐車してい

る車が時折あります。段差等々はないので、

そのまま侵入している形で駐車している

のを時々見かけますので、そういったとこ

ろに対しては一定配慮が必要なのかと思

っています。こういったところを勘案して

いただいて、改良事業を進めていただくよ

うによろしくお願いいたします。要望とさ

せていただきます。 

 続きまして、交通安全対策事業です。グ

リーンベルト設置の考え方について理解

いたしました。 

 ただ、朝とか通学とか、帰り道の時間帯

を見ていると、どうもグリーンベルトがあ

るにもかかわらず、児童が歩いている方向

と逆の方向にグリーンベルトがある。集団

登校しているところと逆にグリーンベル

トが設置されていたりします。 

 一定考え方はあるとしても、実際との差

分、分析が少し甘い部分があるのかと思っ

ていますので、実態を見ていただいて、実

態に即した形でのグリーンベルト設置を

促進していただくように、これも要望とさ

せていただきます。 

 ハンプの設置です。これも先ほどご答弁

いただきました。正雀本町では、住民から

の要望もいただいています。なぜかという

と、正雀本町は結構道路が真っすぐで、か

なりスピードを出して進入して来られる

車があると聞いています。その辺に関して

ハンプを設置するなりして、スピードの抑

制、生活環境の安全をしっかり守っていた

だくように、これも要望とさせていただき

ます。 

 続いて、都市計画マスタープランです。

スケジュール感について理解いたしまし

たので、しっかりと計画としてよりよいも

のをつくっていただけますよう要望とし

ます。 

 続きまして、都市景観事業です。この審

議会について８名ということで理解いた

しました。そこで、再質問として、令和５

年度のスケジュール感についてお伺いし

ます。 

 続いて、住宅環境整備事業です。一定市

としても案内されているとのことです。あ

と特定空家については以前も質問させて

いただいた点があるので、対策をしっかり

やっていただく、似ている部分もあるので

はないかと思っています。 

 やはり摂津市全体で考えなきゃいけな

い部分ですけれども、人口減少の歯止めの

ために、空き家対策が一定必要で、やはり

横断的にやっていただく必要があると思

います。その辺については引き続きやって

いただくように要望とさせていただきま

す。 

 震災対策推進事業です。こちらも啓発を

やっていただいているということで、補助
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金がどうしてもブロック塀に集中してし

まっていると思います。一定ブロックで造

られた物置小屋などが対象になってない

部分も気になってはいるので、もし見かけ

ることがあれば、何か啓発をお願いしたい

と思います。これも要望とさせていただき

ます。 

 続きまして、排水路ポンプ場管理事業で

す。設置の考え方と方式についてお伺いし

ました。センサー式の水位計を付けるとい

うことですが、どうしてもセンサー式だけ

ですと、断線であるとか、誤作動すること

があります。タンクでいくと、基本的には

二重が原則かと思っています。水位に関し

ては、機械式とセンサー式を併用する考え

方をしっかりやっていくべきかと思いま

す。これは一旦センサー式でやっていただ

いて、それにダブルチェックができるよう

な機械式も併せて設置していただけるよ

うにお願いいたします。要望とさせていた

だきます。 

 次に、公園整備の検討で、令和１０年度

以降の着工ということで、これは一定猶予

期間もかなりあるところでありますので、

しっかりと検討をしていただくことを要

望させていただきます。 

 続いて、３号街区公園です。これも要望

とさせていただきますが、実際に今からの

季節、ＪＲ千里丘駅からＪＲ岸辺駅に向か

って歩くと、全く遮蔽物がありません。本

当に夏場は倒れそうなぐらいきつい日差

しに、遊歩道があるにもかかわらず、とこ

ろどころは座れるところがあるんですけ

ど、日を遮るところがないので、非常にき

つい環境です。小さいお子さんもやはり３

号街区公園でよく遊んでいるところをお

見かけしますので、一定屋根を付けていた

だいて、そしてなおかつ市民の考え方に資

するようないいものをつくっていただけ

たらと要望をさせていただきます。 

 続いて、公園のトイレについてです。修

繕の考え方について理解いたしました。ユ

ニット式の和式のものが存在するという

ことで、市庁舎でもなかなかできてないと

ころです。やはり和式は使用を敬遠される

方もおられるのかと思っています。和式の

ところもまだまだありますので、順次改修

していただくように要望させていただき

たいと思います。 

 続きまして、地震発生時の応急対策マニ

ュアルです。これはＢＣＰに係るところだ

と思います。班ごとで対策を行っていくと

いうことで、先ほどご答弁をいただきまし

た。昨年起こった大阪急性期・総合医療セ

ンターへのサイバー攻撃の際、ＢＣＰが機

能しなかったところが問題になりました。 

 ですので、実際に運用をやってみて、な

おかつそれに対してまた直していく、都度

修正していくという考え方でＢＣＰを取

り組んでいただきたいと思っております。

これも要望とさせていただきます。 

 市民向け避難所運営マニュアルについ

てです。市民の防災意識の高まりがないと、

やはり成り立たない部分もかなりあると

思っています。我が事で非常に申し訳ない

ですが、私の姉が堺市でＮＰＯ法人やって

いまして、堺市で自主防災訓練として、防

災避難ウォーキングというものがありま

した。小学校区の２キロ区間で自主防災訓

練をやったんですけども、その中でいわゆ

る御高齢の方から小学生まで参加できる

ような工夫をした上で、やっていくという

ような取組で、またほとんどの方が非常用

持ち出し袋を持ってこられたそうです。こ

れは、日頃から防災意識を持っていること

がわかりますし、そういったところを啓発
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していただく必要があるのかと思います。

防災サポーターも併せて、避難所運営マニ

ュアルを整備していただくように、要望と

させていただきます。 

 最後になります。 

 橋梁長寿命化修繕事業です。はしご車使

って下から点検されている様子も何度か

お見かけしたことがあります。そういった

ところでやっぱり目視など取る必要があ

ると思います。国の方針としては、ドロー

ンを使った点検とか、あとは、橋脚部分、

非破壊検査とか、そういったところにアン

テナを張っていただいて、国の整備事業で

使えるところは使っていただいて、しっか

り市民の橋を守っていただければと思い

ます。要望とさせていただきます。 

以上でございます。 

〇三好義治委員長 山口部長。 

〇山口総務部長 お答えをいたします。選

択と集中という手法に対して分散と修繕

という考え方についてはどうかとの趣旨

のご質問だったかと思います。 

 まずは現在の社会状況といいますか、私

の認識ですけれども、非常に目まぐるしく

変化をしている。昨今、コロナウイルスも

そうですし、円高の関係もそうですし、非

常に変動性があるということ。それとなか

なか確実なものが少なくなってきた。不確

実性と呼ばれるようでございます。あとは

物事が非常に絡み合って複雑になってい

る。こちらで起こったことがそこで完結し

なくて、あちこちに波及して影響してくる

ということがあります。 

 もう一つは本会議の中でのネットワー

ク関係でも申し上げたんですけれども、例

えばネットワーク一つ取りましても、閉ざ

されたネットワークのところから、いわゆ

る入り口と出口のところが非常に曖昧に

なっている。いわゆる範囲というのが、き

っちりとできないといますか、これは技術

の発展とかにもよるんですけれども、いわ

ゆる曖昧性です。この四つが相まって、不

確実性の時代という言葉、質問をお聞きし

てこのことを思い浮かべました。私が学生

時代にガルブレイスの不確実性の時代と

いう本がありまして、そのネーミングに非

常にインパクトがありましたので、当時の

世相を反映して相当話題になりましたこ

とを思い出しました。 

 当時も今と同じく、非常に流動性があっ

て、非常に変化の激しい時代で、質問の中

でおっしゃられたのは、選択と集中という

ものは、まず一定目標を決めると。目標を

決めてそれに向かって道筋を立てて、何時

までにどこまでやって、そこに向かって走

っていくと、こういうことだと思います。 

 我々、政策を決めたり何をやるべきかと

考えるときには、現状の分析をいたします。

現状を分析してそれを正確に知ることが

第一です。間違ってインプットするとアウ

トプットを間違えますから、正確にインプ

ットする。その中で現状を把握した上で、

じゃあこれはどうやったらいいのか。いや、

こうありたいと描いた中で、引き算します。

引き算したら、そこにギャップが必ずあり

ます。もしかしたら余分なものがあるかも

しれないし、普通は足りないものが多いで

す。足りないものがあって、そこに対して

アプローチをどうしていくか。いわゆる距

離感をしっかりと把握をして、その距離を

バスで埋めていくのか、電車を使うのか、

歩くのか、そういう手段を決めていく。工

程を決めることが必要になってきます。 

 その中でやはり我々は、いわゆるギャッ

プというのはイコール問題です。問題と課

題は別です。よく問題と課題は混同する場



- 21 - 

 

合があります。課題解決と言ってみたりと

か、問題解決することは、明らかに私の中

では別に使っております。問題はギャップ

であって、それが問題だから、課題をやっ

ていく。課題はやるべきことです。 

やるべきことは解決しなくて、それは問

題を解決するためにやるべきことをやる

ことで、いわゆる何をしないかということ

をベースに考えていきます。何をしないか

は、戦略であってそこから考えた裏返しは

何をなすべきかということになってきま

すので、そこから本来の何をなすべきか。

先ほど言われた持続可能なまちをつくる

にはどうしたらいいか、こういう命題がそ

こから出てくると思います。 

 少しまどろっこしい話になりましたけ

れども、変化の激しい時代ですから、私は

先ほど言われたその選択と集中から分散

と修繕にという、それはオルタナティブと

して、いわゆる取って代わるような形と私

自身は認識しておりません。 

 先ほど政党としてはと話をされたと思

います。例えば自治体の規模がどうのこう

のとかいうことも関係はあるかもしれま

せんけれども、基本的には私一緒かと思っ

ています。といいますのは、例えば大都市

制度を論ずるのとは違うかもしれません

けれども、やはり基本としては、何のため

にそれをやってどうしたいかということ

で考えて、命題をセットしてやるべきこと

を導き出すわけです。そこについては取っ

て代わるような形ではなく、基本はやっぱ

り現状分析からやるべきことを見いだし

て、ただこんな時代ですので、先ほど言わ

れた資源を分散して、調査をし、いろんな

ことを勉強し、それを目標とすべきどうか、

それでいいのか、環境変化はどうなのかと、

常々見直していく必要があります。議員が

おっしゃられている、アップデートするこ

とは、問いをアップデートすることもさる

ことながら、実際の今自分がいこうとして

いる方向性であったりとか手段だったり

とか、これは今の時世であったりとか、例

えばデジタル化の流れであったりとか、こ

れを踏まえたら、さてそれはどうなのかと

いうことを常々見直して見ていく目線が

大事です。ベースとしてはやはり選択とい

いますか、集中をベースとしながらも、目

標を見据えながらも、その手段とか行く道

に何を持ってやるかについては、先ほどの

分散、いわゆるいろんな資源を分散しなが

らも把握をして、そこから修繕、いわゆる

アップデートしていく。これを組み合わせ

ながら我々は進んでいきたいと、このよう

に思っております。 

以上です。 

○三好義治委員長 下郡課長。 

〇下郡情報政策課長 ＩＴ分野の２０２

５年問題についての見解ということでお

答えさせていただきます。 

まず、本市で使用しておりますシステム

につきまして、遡ってまいりますと、以前

はホストコンピューター、汎用機を使用し

ておりました。平成２０年度にホストコン

ピューターからオープン系のシステムに

移行をいたしました。またその後平成２６

年にはベンダーの変更に伴います、システ

ム切替えであったり、データ移行を経験い

たしまして、特殊なデータを持ってないか

とか、そういったことが一定なされており

ます。 

 また、現在使用しておりますシステムに

つきましても、平成以降に開発されたもの

でございますし、また平成から令和に元号

が変わったときの対応におきましても、日

付の編集処理の部分については、ベンダー
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でも見直しであったり、チェックが行われ

たものと考えております。 

 ですので、基本的には影響はないもので

あると考えてはございます。ただ内部処理

で、目に見えない部分でありますので、ベ

ンダーにも情報の共有といいますか、確認

をしながら問題がないことについては、引

き続き確認していきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 杉山課長。 

〇杉山都市計画課長 都市景観まちづく

り審議会の令和５年度のスケジュールに

ついての御質問にお答えいたします。 

 令和５年度は審議会の開催を４回予定

しております。おおむねの開催時期としま

して、４月、６月、８月、１０月を考えて

おりまして、景観形成地区の指定及び景観

形成基準の策定につきましては、令和５年

中の完了を目指して進めてまいりたいと

考えております。 

以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

〇塚本委員 まず一つ目の質問でござい

ますが、部長のお考え、ご答弁ありがとう

ございます。 

 やはり不確実性の時代ということで、Ｖ

ＵＣＡなどと言われています。これは、変

動性、不確実性、複雑性、曖昧性、四つの

単語の頭文字を取った造語です。選択と集

中をやりながら分散と修繕、ミクスチャー

する手法がいいのかと私は考えています。

要望とさせていただきますが、どんどん進

展していく中で時代が変化していく。その

中でまた問いも変化していく。それに合わ

せるために常にＰＤＣＡを回していく。そ

れを聞くと、すでにやっているじゃないか

と思われるかもしれないんですけども、そ

れに気づいていただければ本当にありが

たいことかと思っております。引き続き持

続可能なまちづくりを目指して、運営をお

願いしたいと思います。 

 要望とさせていただきます。 

 続いて２０２５年問題について、平成２

０年にオープン系に移行してデータ移行

もされたとのことで、庁内システムについ

ては大丈夫かと思います。 

 ですが、やはり問題になってくるのが金

融機関系の基幹システムであったりとか、

省庁の基幹システムです。古い汎用機で、

なおかつ仕様書が残っていない。人材も２

０００年問題のときから２３年たってい

るので、当時の人も技術者もいないと。ブ

ラックボックス化してしまっているシス

テムが存在しているのではないかと懸念

されます。ですので、やはり金融系とか、

省庁関係とのインターフェースの部分で、

不具合が起きないかの確認を進めていた

だければと思いますので、要望とさせてい

ただきます。 

 続いて、最後になります。都市景観事業

のところでスケジュールについてご答弁

いただきました。 

 その中で、やはり先日の代表質問でもあ

りました商業施設の付随する住宅設備と

いうことで、やはり千里丘新町などは若干

趣が異なってきます。にぎわいと静ひつさ、

言い方が難しいのですけども、摂津市の景

観事業は少し上品すぎると思っています。

ですので、そういったにぎわいを創出しな

がらも住宅環境を整えるところで、審議し

ていただければいいかと思います。審議会

については、私が学生時代に箕面市のキュ

ーズモール開発の市民会議体にオブザー

バー参加しておりました。そのときは市民

の方、地権者の方、それから行政の３者に
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対して、なおかつそれを私の恩師がコーデ

ィネートしておられた会議体でありまし

た。そういったところではやはり意見が結

構対立しがちです。商業施設が欲しいとい

う地権者の方と公園設備が欲しいってい

う住民代表の方と。対立しがちなのでそう

いったところをしっかりコーディネート

していただいてつくり上げていただけれ

ばと思います。これも要望とさせていただ

きます。 

 私からは以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員の質問終わ

りました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時５５分 休憩） 

（午後 １時    再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 質問させていただきま

す。塚本委員とかぶっているところは割愛

させていただきまして、要望で終わるとこ

ろもありますが、２３点お聞きしたいと思

います。 

 ほとんどを予算概要に沿って質問させ

ていただきます。まず予算概要１６ページ

でございます。 

 総務課の庁内印刷事業についてでござ

います。１回目、内容について、どういう

業務をされているのか、内容をお教えくだ

さい。 

 続きまして２点目、質問番号２番が２０

ページになります。 

 資産活用課のＦＭ推進事業、これは塚本

委員ともかぶっていますけれども、内容を

変えてお伺いします。 

 今回は４４６万９，０００円の予算で、

少し多く計上されております。令和３年度

に摂津市公共施設等総合管理計画をつく

られて、それに対しての進捗状況をどう見

られているのか、評価されているのか、分

析について１回目をお伺いします。 

 続きまして３点目、こちらは予算にはな

いですが一応聞いておきます。西別館跡地

について、令和５年度はどういう進捗、取

組をされていくのか、お伺いします。 

 続きまして質問番号４番、２２ページに

なります。 

 防災危機管理課の部門で、ＬＥＤ防犯灯

等防犯推進事業についてです。 

 １回目は、現在の設置数と設置数の推移

についてお教えください。 

 続きまして２４ページ、質問番号５番、

防犯カメラ設置事業についてです。 

 こちらも先ほどと同じですが、現在の設

置数と推移についてお伺いしたいと思い

ます。 

 続きまして財政課で、３０ページです。 

 これも補正等を見たら分かることでは

あるのですが、改めて財政調整基金の推移

とその他公共施設、減債基金がありますけ

れども、その推移についてです。 

 今回は補正を組んで１１億円ほど財政

調整基金が増えています。それも含めてど

のような分析をされているのか、お伺いし

ます。 

 続きまして質問番号７番、３２ページで

ございます。 

 納税課の部分に関してお伺いします。 

 納税課の納税事務事業です。電話催告等

業務委託料についての部分で、コロナ禍の

中で納税者の未払い等、どれぐらいの影響

があるのか。もう３年がたっていますので、

その辺も含めて一度お教えください。 

 続きまして８番目、３６ページになりま

す。 

 総務課で、統計調査管理事業の内容につ
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いて一度お教えください。 

 ３８ページ、基幹統計調査事業について

も内容を１回目、お伺いします。 

 続きまして、８２ページになります。 

 建設部で道路交通課、違法駐車追放事業

についてです。 

 これはどのような業務をされているの

か、週にどれぐらい出られているか、月に

何回なのかも含めて、内容について１回目

をお伺いします。 

 １１番目、その一番下の放置自転車等対

策事業についてです。 

 昨今、放置自転車が結構減っているよう

な所感があるんですけれども、その辺りは

実際問題でどうなのか。放置自転車の数の

推移と、また放置自転車を回収して、それ

を取りに来る人の数、そして取りに来なく

てスクラップする人の数、それで人生１０

０年ドライブ等でお渡ししていると聞い

ていますので、分かる範囲で結構ですので

その実績についてです。また、先ほどはス

クラップと言いましたけど、リサイクルに

回している部分もあるかと思うんですけ

ど、その辺の内容について数字も含めて教

えてください。 

 続きまして８４ページ、道路反射鏡安全

維持事業についてです。これも１回目は設

置数とこの推移についてお伺いしたいと

思います。 

 ８６ページ、道路交通課、正雀南千里丘

線外２路線（阪急正雀駅前）道路改良事業

でございます。 

 これも代表質問等でも出ていますけど、

改めて予算での内容について、１回目をお

伺いしたいと思います。 

 １４番目でございます。８８ページ、都

市計画課、３Ｄ都市モデル活用事業につい

てです。 

 摂津市が先進モデルとして進めている

事業だと思いますが、この令和５年度の内

容についてどのように進めていくのか、１

回目をお伺いしたいと思います。 

 続きまして１５番目、９０ページです。

多世代同居・近居支援事業について、建築

課です。 

 １回目は令和３年度の決算のときにも

お伺いさせていただいたんですが、決算の

ときには執行率１００％でして、令和４年

度まで待ってもらっている人がいたとそ

のときはお伺いしました。それで令和４年

度はそこまでだという話もたしかそのと

きにお伺いしたんですが、令和４年度と今

回の予算額が一緒になっています。現状の

推移を、もう落ち着いているのかどうかを

含めてお伺いします。 

 続きまして１６番目、その下です。震災

対策推進事業についてです。 

 これも耐震診断の補助金と改修の補助

金を出していると思います。この推移、ど

れぐらいの申込みと、事業をやられている

のか。今回は補正でもマイナスとなってい

ましたが、その推移と、診断した後に改修

される人、診断して改修しないといけない

よと出ていても１００％じゃないと思い

ます。それをやられる方が、どれぐらいの

割合になっているのかを教えてください。 

あと、この事業の目的についてもお伺いし

ます。 

 続きまして１７番目、９２ページ、水み

どり課の部分になります。 

 これは塚本委員からもありましたが、公

園維持管理事業について、これは以前もお

伺いしましたが、今までは市民の団体が管

理していたものが、維持が難しくなって、

市に管理を任せている回数が増えてきて

いると思います。ちびっこ広場等を含めて
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ですが、その推移についてお伺いします。 

 続きまして１８番目、９４ページです。 

 公園魅力向上実証実験補助金、これは代

表質問でもありましたが、改めて内容につ

いて、お伺いします。 

 続きまして１９番目、１０２ページです。 

 防災危機管理課、防災対策事業の自宅療

養者支援委託料について、お伺いします。 

 豊中市ではこの費用がかなり高いとニ

ュース沙汰にもなっております。豊中市は

住民から単価が高いと声が上がって、ニュ

ースになっています。本市の状況について、

単価等を含めて振り返って、説明ください。 

 続きまして、２０番目、その下のマンホ

ールトイレ整備負担金でございます。 

 現状の数は代表質問でも教えていただ

きましたが、最終的に目指す先の必要数と、

その対応をどう進めていくのかを１回目

にお伺いします。 

 次に、１０２ページの防災危機管理課の

自主防災組織支援事業についてです。 

 防災倉庫等の使い方について、防災訓練

等でレクチャーしていくべきだと私は思

っているのですが、その辺りの見解につい

てお伺いします。 

 続きまして２２番目、予算書７３ページ

になります。 

 水道事業会計繰出金、下水道事業会計繰

出金について、下水道が２１億円と出てお

ります。ＦＭの観点からも下水道の部分を

平準化していく必要があるんですが、財政

の観点からで結構ですので、この繰出金は

今後どういう見込みか、増えていくだろう

と私は思っております。財政課としてどう

考えてらっしゃるのか、お伺いします。 

 最後に２３番目、これは内容についてお

伺いしします。予算書５０ページ、不動産

売払収入として、４，４８９万円です。こ

れは一体どこを売り払う予定なのか、説明

ください。 

 以上、２３点です。 

○三好義治委員長 川本総務課長。 

○川本総務課長 質問番号１番、予算概要

１６ページ、庁内印刷事業の内容について

のご質問でございます。 

 庁内印刷事業につきましては、庁内各課

からの依頼に基づいて、市役所内の印刷室

におきまして議案書などの議会関係資料

でありますとか、市民への配布物、例えば

周知広報チラシとか申請書の用紙、制度説

明文書などの資料を印刷する事業でござ

います。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 森﨑資産活用課長。 

○森﨑資産活用課長 質問番号２番、予算

概要２０ページ、ＦＭ推進事業に係る進捗

状況等についてのご質問にお答えします。 

 ＦＭ推進事業につきましては、令和３年

度は決算審査に係る委員会でも申し上げ

ましたが、小学校の軀体調査、ハード面の

検証を行いました。 

 令和４年度におきましては、基本のＰＤ

ＣＡの施設点検を行いつつ、（仮称）味生

コミュニティセンターの検証、ヒアリング

等を実施し、再編のＰＤＣＡのフローにつ

いて策定を検討しながら進めてまいりま

した。 

 令和５年度におきましては、第１期の再

編検討対象施設におきます１１施設１４

棟の各施設所管課とのヒアリングを予定

しており、今後の再編に向けて検討してま

いります。 

 続きまして質問番号３番、西別館跡地の

活用についてのご質問にご答弁申し上げ

ます。 

 令和４年第３回定例会の一般質問でも
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ご質問いただきました。現在、跡地活用に

つきましては市の事業、例えば健診事業で

あったり各種のイベントを実施して活用

しておりますが、コンビニエンスストア業

界にも動向を確認していると答弁申し上

げました。 

 また、再度何か提案はないかといった形

で、この下半期に庁内で照会を行い、現在

複数の提案が出てきておりますので、令和

５年度はそれらも含めて跡地活用につい

て検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 竹下課長。 

○竹下防災危機管理課長 ＬＥＤの防犯

灯設置事業でございます。これにつきまし

ては毎年、自治連合会の総会で防犯灯の設

置申請書を各自治会に配付しております。

各自治会から防犯灯の設置要望があれば

申請いただいて、現場の確認をして検討し

ているものでございます。現在は６，５２

９灯を設置しておりまして、ここ数年の推

移でいきますと大体２０灯前後で推移し

ておるところでございます。 

 次に、防犯カメラの設置に関係する質問

でございます。防犯カメラについては摂津

警察署との協議において、犯罪が発生する

おそれのある場所、それから地域の要望を

勘案して、現在１３５基設置しております。 

 令和５年度の防犯カメラについては２

０基を新規に予定しておりますが、今まで

の推移でいきますと平成２５年度から、そ

の当時は買取りでございましたが、順次リ

ースにしておりまして、現在リースについ

ては１２６台がリースということで、業者

と契約しているところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 森川財政課長。 

○森川財政課長 予算概要３０ページの

各基金の推移と、今回補正予算を組んでい

る財政調整基金の積立金の内容でござい

ます。まず各基金の推移でございますけれ

ども、令和３年度末現在高としまして、財

政調整基金が約７５億円、減債基金が約１

６億円、公共施設整備基金が約４９億円で、

三つの基金を合わせまして約１４０億円

でございます。 

 令和４年度におきまして、それぞれ取崩

し及び積立ての予算を計上しております

ことから、令和４年度末の予算上での年度

末の見込みとしましては、財政調整基金が

約５２億円、減債基金が約１６億円、公共

施設整備基金が約４３億円で、三つを合わ

せまして約１１１億円でございます。 

 それで令和５年度におきましても、今回

の当初予算におきまして取崩しの予算を

計上しておりますことから、令和５年度末

の現在高の見込みとしましては、財政調整

基金が約２９億円、減債基金が約１６億円、

公共施設整備基金が約３６億円というこ

とで、三つを合わせまして約８１億円と見

込んでいるところでございます。 

 それから今回の補正予算第９号で、財政

調整基金積立金として約１１億円を計上

しております。内容としましては、まず歳

入の増というところで、今回は市民税、個

人市民税と法人市民税を合わせて６億円

増の予算を計上しているところと、あと普

通交付税におきまして再算定がございま

したことから、約１億５，０００万円の増

を計上しております。 

 それに加えまして、各課で効率的な執行

に努めていただいているというところか

ら、今回の補正予算第９号で財政調整基金

に約１１億円を積立てる予算を計上して

いるものでございます。 

○三好義治委員長 南池納税課長。 
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○南池納税課長 市税収入へのコロナの

影響というご質問に答弁いたします。 

 令和２年度にコロナの特例猶予がござ

いまして、申請された方に対して１年間納

期限を延長する制度がございました。それ

に伴って年度をまたぐ収入のタイムラグ

がございまして、本来は令和２年度に入っ

てくるべき税収が令和３年度に入ってく

ることがありました。その影響を除きます

と令和２年度以降の徴収率は、令和元年度

比で令和２年度、令和３年度と令和４年度

見込みを見ますと横ばいもしくは上昇と

なっております。 

 収入が減少した方に関しては、翌年度以

降は非課税になるなど、調定額への影響は

あったかと思われますけれども、収入額に

関しては想定していたより影響は限定的

であったかと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 川本総務課長。 

○川本総務課長 質問番号８番の予算概

要３６ページ、統計調査管理事業と、次の

３８ページ、基幹統計調査事業についての

ご質問にお答え申し上げます。 

 まず３８ページの、後ろの基幹統計調査

事業から説明させていただきます。 

 基幹統計調査事業は、統計法に基づいて

国が行う重要な統計調査を基幹統計調査

と申しまして、国からの委託を受けて、本

市が基幹統計調査を実施するのに必要な

経費でございます。令和５年度におきまし

ては、住宅・土地統計調査が予定されてお

ります。 

 次に、３６ページの統計調査管理事業は、

基幹統計以外の、市の統計要覧の作成に要

する経費でありますとか、その他、一般の

統計事務に関する経費でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 道路交通課、寺田部参

事。 

○寺田建設部参事 １０番目の違法駐車

追放事業に関するご質問にお答えいたし

ます。 

 業務内容というお問いでございました。

この事業につきましては、摂津市違法駐車

等の防止に関する条例に定める重点地域

や重点路線において、違法駐車防止のため

の助言、啓発活動や、迷惑駐車等防止啓発

活動を行う交通指導員が市民に子どもの

見守りと安全・安心なまちづくりに対する

啓発を目的とした安心・安全パトロール活

動を行う業務でございます。 

 続きまして１１番目、放置自転車等対策

事業のご質問でございます。 

 委員がお申出のように、最近は減ってい

る状況でございます。過去１０年前と５年

前と、直近１年前で数字を申し上げさせて

いただきます。 

 放置自転車の移動数でございますが、１

０年前の平成２４年度につきましては１，

７１４台、５年前の平成２９年度は８９５

台、令和３年度につきましては３５８台と

いう状況でございます。そのうち引取りに

来られる返還の状況でございますが、１０

年前は９０９台、５年前は５３１台、令和

３年は１８４台でございます。 

 続きまして、その引取り手がなくスクラ

ップに回している処分の部分でございま

すが、１０年前は７６０台、５年前は２５

４台、人生１００年ドライブの事業が令和

２年度から始まりましたので、令和３年度

についてはゼロ台です。 

 人生１００年ドライブによる無償譲渡

の状況でございます。令和２年度は３５台、

令和３年度は３３台、今年度の令和４年度

につきましては３４台という状況でござ



- 28 - 

 

います。 

 先ほど委員のお問いのように、リサイク

ルの事業者に転売という話でございます。

一定引取り手がない部分についての処分、

スクラップに回している部分について、使

える自転車であれば中古事業者に売られ

るか、そこの先についてはスクラップ業者

の扱いになりますので、現在は放置自転車

の数が減ってきております。人生１００年

ドライブの無償譲渡で回させていただい

ているところでご理解ください。 

 続きまして、道路反射鏡安全維持事業の

内容でございます。 

 カーブミラーの設置でございます。設置

数につきましては、令和４年度は１か所ご

ざいます。令和５年度につきましては、２

か所の設置を予定いたしております。現在

設置済みの箇所数につきましては１，３６

１か所でございます。 

 続きまして、正雀南千里丘線外２路線

（阪急正雀駅前）道路改良事業についての

お問いでございます。 

 令和５年度予算の取組内容でございま

す。修繕料８００万円、それから手数料と

いたしましては１，３６０万７，０００円、

これは不動産鑑定手数料になってござい

ます。 

 物件移転補償等業務委託料につきまし

ては、地権者様との交渉に当たってこの委

託業務を発注させていただいております

ので、３２８万円の予定をいたしておりま

す。下段の土地購入費と物件移転補償費に

つきましては、地権者様の用地取得に関連

する経費でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 都市計画、杉山課長。 

○杉山都市計画課長 ３Ｄ都市モデル活

用事業についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 本事業につきまして、令和４年度は３Ｄ

都市モデルを活用するためのデジタルツ

インプラットフォームを整備いたしまし

た。また、水みどり課で水路に設置を進め

ております水位計と連携させ、３Ｄ都市モ

デル上で水位がリアルタイムで確認でき

るようにし、その情報も公開しております。 

 令和５年度につきましては、水みどり課

で水位計の設置は引き続き設置されてい

くということですので、増設された水位計

との連携は引き続き実施してまいります。

また、業務委託に寄らず職員自らできるこ

とを進めていきたいと考えておりまして、

本市の認定道路や用途地域といった都市

計画に関する情報などを３Ｄ都市モデル

に重ね合わせて公開していくといった取

組を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 建築課、江草部参事。 

○江草建設部参事 多世代同居・近居支援

事業についてのご質問にお答えさせてい

ただきます。 

 本事業につきましては、令和元年度より

多世代が地域の中で交流し、安心して暮ら

すことができるまちづくりを支援する事

業として開始させていただいております。 

 令和４年度の状況でございますけど、令

和３年度と同様の状況になりまして、年度

の途中で事業を終了したことになってお

ります。 

 続きまして、耐震診断及び耐震改修事業

についてのご質問にお答えさせていただ

きます。 

 まず、この両事業の目的といたしまして

は、昭和５６年５月以前の旧耐震基準で建

築されました木造建築物について、基準的

に低いので、危険性及び改修していただく
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ということの確認及び安全確保のために

事業として補助金を出しております。 

 まず推移につきましてですけど、耐震診

断につきましては、数字を言いますと令和

元年度は１６件、令和２年度、令和３年度

についてはともに１０件で、令和４年度に

つきましては、本日現在で１４件の実績が

あったところでございます。この中で令和

４年に限って申し上げますと、１軒につい

ては耐震改修を実施されて、１軒につきま

しては危険であるということで取り壊さ

れ、その後については建て替えで動かれた

かと思っております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 水みどり課、宮城課長。 

○宮城水みどり課長 １７番目のご質問

である公園並びにちびっこ広場の維持管

理についてお答えいたします。 

 まず公園の維持管理であります。公園に

つきましてはシルバー人材センターへ委

託し、日常点検パトロール、草刈り、あと

清掃業務を委託しております。 

 ちびっこ広場におきましては、ちびっこ

広場管理補助金を自治会、老人クラブ、マ

ンションの管理組合等に補助し、ちびっこ

広場内の草刈りや清掃を行っていただい

ております。 

 その団体数の推移でありますが、令和元

年度から申しますと、その当時では６２団

体ございました。それで令和２年度になり

ますと２団体減りまして６０、令和３年度

になりますと３団体減って５７、令和４年

度になりますと２団体減って５５団体に

なっております。 

 主な理由といたしましては、やはり高齢

化による担い手不足で作業ができない、あ

るいは自治会の解散によるものが大きな

理由として減っております。できなくなっ

たちびっこ広場の管理については、市で維

持管理を行っております。 

 続きまして、１８番目の公園魅力向上実

証実験補助金の内容についてお答えいた

します。 

 これまで公園におけるイベントは、その

ほとんどにつきまして地元自治会や市が

後援、協賛する団体等の企画によって実施

されてまいりました。令和４年４月に初め

て民間事業者の主催による、明和池公園に

おけるにぎわいイベントの可能性を探る

ための実証実験として、桜まつりｉｎ健都

明和池公園が実施されております。 

 市としましては、このようなイベントに

補助を行うことで、明和池公園のみならず

これからの摂津市全体における公園の在

り方、魅力向上について多くの方々からご

意見、ご要望を収集するためなどの補助金

と考えております。このイベントの効果を

他の公園へ展開させていくための検証等

を実施していきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 防災危機管理課、竹下

課長。 

○竹下防災危機管理課長 支援パックの

ご質問にご答弁申し上げます。 

 支援パックにつきましては、５日分のパ

ンや麺類、白米やレトルト食品とか飲料、

菓子などをはじめとした食料品をおうち

で感染防止対策をしてもらうために、マス

クや手指消毒液などの消毒液を自宅療養

者へのお宅へ配達しております。 

 支援パックの契約につきましては、食品

等の配達業務を事業者へ委託発注してお

りまして、物資の購入や配達に係る経費を

含めまして、１件当たり１万２，９６０円

の単価契約をしております。 

 なお、単価につきましては昨年１月２８
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日に開始されてから以降は単価の変動は

ございません。 

 現状の推移でございます。３月に入りま

して大体１桁ぐらいで推移しておるとこ

ろでございます。 

 それからマンホールトイレでございま

す。マンホールトイレは地震、災害発生直

後から使用可能なことから、発災直後の避

難生活において避難者の健康を守るため

に大変重要な施設でございます。 

 マンホールトイレの設置につきまして

は、上下水道部所管の下水道総合地震対策

計画に位置づけられることになっており

まして、令和９年度から５か年をかけまし

て各小学校、中学校に１５０基を設置して

まいりたいと考えております。 

 設置の妥当性につきましては、阪神淡路

大震災直後の調査で、避難者７５人に対し

て１か所で苦情がなかったという調査結

果が出ておりました。本市でいきますと上

町断層帯地震Ａの想定避難者数が１万１，

６５６人でございますので、これを単純に

７５人で割りましたら１５５か所でござ

いますので、およそ避難所１か所当たり約

１０か所になることから適切な配置と考

えております。 

 あとは防災倉庫でございます。防災倉庫

につきましては災害発生直後、初期消火活

動でありましたり避難誘導等、地域の住民

による自主防災活動が円滑に実施できる

ように、各小学校に防災資機材を整備して

おります。 

 これは１２か所になるんですけれども、

この中身は様々ございまして、救急セット

でございましたり、バケツそれからのこぎ

り等々がございます。 

 ただ避難の在り方や考え方、これも昨今

は変化してきておりますので、倉庫の中身

についてまず点検を行って、それから必要

な備蓄品について検討してまいりたいと

思っております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 財政課、森川課長。 

○森川財政課長 予算書７３ページの繰

出金についてでございます。令和５年度の

当初予算では、下水道事業会計繰出金とし

て２１億円を予算計上しております。こち

らは主に雨水整備に要する費用を一般会

計から下水道事業会計に繰出しをしてい

る内容でございます。 

 これまでの雨水の整備時に、起債しまし

た償還金分がこの金額の多くを占めてお

りますが、起債の残高が減少してきている

こともありまして、二、三年後以降からは

下水道への繰出金については減少してい

くものと見ております。 

○三好義治委員長 資産活用課、森﨑課長。 

○森﨑資産活用課長 質問番号２３番、予

算書５０ページの不動産売払収入につい

てのご質問にご答弁申し上げます。 

 この４，４８９万円につきましては、旧

別府公民館及び正雀本町の市民活動支援

センターの土地を売却した際に得られる

と見込まれている歳入を予算計上してお

ります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 ２回目を質問させてい

ただきます。 

 ３点ほど聞きたい内容が、少しずれてい

たところがあるので、もう一回だけ先にそ

こをお伺いしたいです。２番目のＦＭ推進

事業について、やることというのは今教え

ていただきましたが、摂津市公共施設等総

合管理計画に沿って、どの程度の進捗と評

価をされているかについて、もう一回お伺
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いします。 

 もう一つが１０番目、建設部におきまし

て違法駐車追放事業について、内容につい

ては今お教えいただきました。プラスでど

れぐらいの頻度でやってるのか、もう一回

お教えください。 

 それでもう一つ、１６番目の震災対策推

進事業についてです。内容についてはお伺

いしましたが、この目的について、もう一

回お教えください。 

 先にそれだけをお願いします。 

○三好義治委員長 これは２回目の質問

としてではなく、１回目の補足ですか。 

 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 そうです。１回目の補足

としてお聞きできたら、そこからつなげて

いきたいところがあるので、できましたら、

そうしていただけるとありがたいです。 

○三好義治委員長 わかりました。答弁を

求めます。 

 森﨑課長。 

○森﨑資産活用課長 質問番号２番、ＦＭ

推進事業の進捗状況の評価についての補

足でのご答弁を申し上げます。 

 評価といいますとなかなか難しいとこ

ろはありますが、今年度の主要事業等で予

算計上されておりますコミュニティプラ

ザの外壁改修であったり、斎場の改修工事

等が優先度判定結果における結果に基づ

き予算計上されたものでございますので、

そういったものが評価になるのではなか

ろうかと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 寺田部参事。 

○寺田建設部参事 １０番目、違法駐車追

放事業の業務内容の頻度というお問いで

ございます。 

 こちらは平日です。土・日、休日を入れ

ない日程で実施をいたしております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 江草部参事。 

○江草建設部参事 両事業の目的でござ

います。旧建築基準法の昭和５６年５月以

前に設計されて建てられた建物について、

耐震の診断をすることで安全性を高める

ことと、改修につきましてもその診断結果

で建物の強度、地震によって倒壊のおそれ

がある場合を把握していただいて、必要に

応じて次に改修していただくことを目的

として行っておる事業であります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 では２回目です。 

 まず１番目でございます。庁内印刷事業

について、庁内の印刷物を印刷されている

とのことです。 

 今回、職員が派遣委託料で派遣されてい

る形になっていますけれども、なぜ派遣な

のかについて２回目をお伺いしたいです。 

 専門性のあるものなのか、派遣でよく使

うのが専門性のあるものだったり、人員確

保が困難であるものとかがよく使われま

すが、派遣になっている理由についてお伺

いしたいと思います。 

 ２点目でございます。ＦＭ推進事業につ

いてです。 

 評価についてはなかなか難しいとの話

がある中で、進めているものは進めている

のでとお話をいただいたと思います。 

 私の所感も入っていますが、正直この摂

津市公共施設等総合管理計画に基づいて

いつも進められていると、いろんなものに

対して答弁いただきますが、なかなか進め

ていないのではないかと思うことも多々

見受けられます。 

 具体的にどういうようなところかとい
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いますと、全体的な話でいいますと、大体

の予算のやり方です。毎年これぐらいの予

算で修繕をやって２０３０年をめどに、ほ

とんどのところで費用が算出されていま

す。各課の予算を見ると、ほとんどのとこ

ろがそれだけ予算要求されていない現状

が見受けられます。 

 また個別での案件として、これは所管が

Ｂチームにはなりますけれども、資産管理

としてお伺いします。選挙管理委員会の部

分で、令和４年度をめどに選挙管理委員会

が使っています鳥飼書庫を解体すると、本

計画には書いてあります。令和４年度に関

しても、令和５年度に関しても予算計上が

されていない現状でございます。 

 その辺りを含めてどう検討されている

のか、また他部署に関して目的に沿ってや

ってくださいと話をされているのか。今回、

選挙管理委員会の分には予算は上がって

ないですけど、その辺のやり取りはどうな

っているのか。資産管理の部分で、どうい

うアプローチをされているのかを含めて、

２回目でお教えください。 

 ３番目です。西別館跡地についてです。 

 複数の提案が庁内であったとお話をい

ただきました。もしお話しいただけるので

あれば、どのような提案があったのか、教

えてください。 

 お話しできない内容であれば結構です

ので、もし可能であれば教えてください。 

 ４番目、防災危機管理課のＬＥＤ防犯灯

等防犯推進事業について。６，５２９灯が

現在ありまして、２０灯ぐらい毎年設置し

ているとお話をお聞きしました。これは目

標値があるのかどうか、２回目にお伺いし

ます。 

 続きまして５番目、防犯カメラ設置事業

についてです。 

 こちらもリースが１２６台で毎年増設

されていると話を聞いております。他市と

比較されていると思いますので、摂津市に

おける目標値があるのかどうか、２回目に

お伺いします。 

 続きまして、財政課の部分で財政調整基

金の推移と公共施設整備基金、減債基金等

についての推移に関してお話しいただき、

理解しました。 

 その中で、先ほど公共施設等総合管理計

画の話でもさせていただきましたが、この

計画に沿って予算計上されていないとこ

ろが多々見受けられます。いつかは使わな

いといけないお金だと私は認識している

んですけれども、使わなければ後にどんど

んたまっていく状況じゃないのかと危惧

するところであります。 

 そうなってくると公共施設の積立金等

を今後はもっと積み立てていく必要がで

てくると思いますが、ＦＭとも併せてどう

いう考え方なのか、２回目にお伺いします。 

 続きまして７番目、納税課の部分に関し

てです。 

 コロナの影響に関してはそこまでなく、

想定よりは低かったとのことでした。個人

的には、あったんのではないかとは思って

いたんですが、横ばいということで市民も

努力して、納めるものは納めていただいて

いると理解しました。 

 ただ、納めるのも面倒くさいと、利用者

の利便性は向上していかないといけない

と私はずっと思っています。例えば電子マ

ネーで、今回は水道料金、そして以前は固

定資産税の部分は電子マネーでお支払い

できるようになったと思います。市民税に

関しても住民税に関しても、電子マネーで

払える自治体は増えてきている状態です。

そういったところは検討されたことがあ
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るのか、２回目にお伺いします。 

 ８番目、統計調査管理事業、９番目、基

幹統計調査事業については内容を理解い

たしましたので結構です。 

 １０番目、違法駐車追放事業について、

平日は週５回と、ある程度されていると理

解をいたしました。 

 ただ週５回、月でいうと２０日ぐらい出

られていると思います。毎日どれぐらいの

違法駐車を見つけて、毎日報告いただいて

いると思うのですが、実績として教えてい

ただきたい。月でも結構ですけど、どんな

ものなのかを教えてください。 

 続きまして１１番目、放置自転車等対策

事業についてです。 

 少し分かりにくかったところがあるの

で、もう一回これをお伺いします。スクラ

ップとか引取りの部分とかの数を教えて

いただいた中で、１年前に関しては引取り

が１８４台、放置自転車は３５８台、それ

でスクラップにしたのはゼロ台とお答え

いただいたと思います。ただ人生１００年

ドライブにてお渡ししている自転車の数

が合ってない、三十何台のところです。そ

れはずっとストックしている状態なのか

分からないんですけど、その辺りを教えて

ください。 

 全部が全部、そんなに使えるものなのか

というところも少し疑問に思ったので、そ

の辺りも併せて教えてください。 

 続きまして１２番目、道路反射鏡安全維

持事業についてです。 

 今は合計で１，３６１か所あるとお話を

いただきました。１点お伺いしたいんです

けど、道路反射鏡は設置するだけじゃなく

て、撤去することもあると聞いています。

市民の方からも聞きます。 

 その撤去する際の数と、それを撤去する

基準は何があるのか。安全性を担保できる

状態で撤去しているのかについて、お伺い

します。 

 １３番目、阪急正雀駅前の道路改良事業

について、要望だけにしておきます。ずっ

とお話はさせていただいていますが、広場

を進めていくというような話の中で、代表

質問の中でもありましたが、利用者の利便

性です。駅前にある自転車は、正直、朝の

時間は、１分１秒を争う時間帯です。それ

を川沿いで、自転車があるからそこを利用

してもらうのは一定理解できますが、働く

世代の人たちが利用する利便性としては、

恐らく少しマイナスになると思います。こ

れは繰り返しにはなりますけど、そういう

世代に向けた、広場だけではなくて、いろ

んな可能性を模索していただいて、Ａ案、

Ｂ案、Ｃ案みたいな感じで市民に提案して

もらえたら一番いいと思います。広場はＡ

案だけですではなくて、こんなのもありま

す、どれがいいですかと提示にしていただ

けたらありがたいと思います。今後は進め

方としてそれも検討に入れていただいて、

よろしくお願いしてこの質問を終わりま

す。 

 １４番目、３Ｄ都市モデル活用事業につ

いてです。 

 内容については、お伺いしまして理解い

たしました。これは先進モデルとして他市

もやられている中で、その事業の内容を聞

いていくと、市によってやり方は結構ばら

ばらだと認識しています。それで他市との

比較について、一度どのように分析されて

いるのかお伺いします。 

 続きまして１５番目です。多世代同居・

近居支援事業についてです。 

 令和３年度は執行率１００％で止まっ

て、令和４年度は大丈夫と聞いていました
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が、今答弁いただいたら予算が足りなくな

って止まったということです。であれば今

年度は予算を増やすべきだと思うのです

けど、なぜ同額なのかお伺いします。 

 １６番目、震災対策推進事業についてで

す。 

 目的について調査していただいて、安全

性を高める目的じゃないかと私は理解し

ました。これは資産活用になるのかもしれ

ないですけど、一方で市の施設の耐震化、

特に集会所等は進んでいないと感じます。 

 一方で、こうやって耐震化に補助を出し

て、市民の人に耐震化を促す制度がある中

で、促す側の市の施設が耐震化できていな

い現状についてどう感じてらっしゃるの

か、資産活用になるのかは分からないです

が、お答えいただきたいです。 

 続きまして１７番目、水みどり課の公園

維持管理事業についてです。 

 いろいろ人の流れも変わってきたとお

話がありました。公園の在り方も変わって

きていると理解しました。 

 その中で新たに今回は鶴野の環境セン

ター跡地にまた新しい公園をつくってい

く指針が示された中で、その中で盛土のお

話があります。それで現状で認識している

範囲では、盛土がある公園は一部ですが、

現状は庄屋公園に盛土があります。ただそ

の庄屋公園の現状を見ていきますと、その

盛土の部分が雨や風で土が飛んで、土で排

水溝を埋めてしまったり、それで歩道にも

土が飛び交っています。ご存じだと思いま

すが、毎日土を拾って、土をその盛土の部

分に返す作業を毎日のようにされている

方もいます。 

 そういったところがある中で、現状の対

応について、いま一度どのようにされてい

るのか、２回目をお伺いしたいと思います。 

 １８番目、公園魅力向上実証実験補助金

についてです。 

 今答弁でもいただきましたが、ほかの公

園へ広げていきたいと答弁をいただきま

した。それはそれでありがたい話です、ぜ

ひやっていただきたい。 

 なぜかといいますと、今回の予算は特に

ですけど、明和池公園に一極集中というか、

とにかくいい公園にしようという気概が

見えます。 

 その中で、魅力ある公園は確かに重要で

すが、魅力があり過ぎても実は弊害があり

まして、今回の予算に係る委員会で出口議

員も文教上下水道常任委員会で質問され

ていますけど、魅力があり過ぎて校区外の

子どもたちが明和池公園に集まっている

現状があります。 

 これは要望で、魅力ある公園を小学校校

区ごとというのはなかなか難しいかもし

れないですけど、やっぱり学校というのは

校則で校区を越えたらあかんよという話

をされている中で、子どもは歩ける範囲だ

ったら行ってしまうわけです。公園を増や

す努力はされるとはおっしゃっていまし

たが、ほかの公園に広げていただくよう、

これも要望としてお願いいたします。 

 １９番目、防災危機管理課の自宅療養者

支援委託料についてです。 

 豊中市では市民から請求があって、ずさ

んな契約をしているということが一部で

分かりまして、１戸当たり最大で高くて３

万９，２００円というような報道がありま

した。今はまだ解決はしてないですが、も

めている最中です。 

 摂津市はどういう状況なのかと、一応念

のためにお聞きしたところ１万２，９８０

円と、それに比べれば努力していただいて

いる、摂津市は大丈夫かと思います。 
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 ただこれはどこまで触れていいのか、僕

は分からないですが、コロナは今後、５類

になるというお話です。ただ代表質問でも

ありましたが、別に５類になったからとい

って恐らく症状は変わらないわけで、特効

薬ができない限り、その療養者の方のしん

どさというのは変わらないわけです。 

 その中で、５類になるまで期間はまだあ

るわけですこれは要望ですが、５月までは

続けてほしいなと思います。 

 他市はやっていただいている中で、うち

の市だけが終わるのは、なかなか不公平感

も感じますし、どこの市に住んでいるかに

よって受益者の利益が変わるのは、あまり

好ましくないのではないかと私は個人的

に思います。 

 一旦は予算を確保しているので、そうい

ったところも何か使いながら考えていっ

ていただきたい。 

 そして副作用の話とかも今はちょっと

落ち着きつつあるから、次に多分そういう

話が出てきていると思います。やっぱり私

も、こんなことを言っていいのかは分から

ないですけどコロナになりまして、後遺症

がすごかったです。 

 やっぱりしんどくて、実際になってみな

いと分からないところ、感じるところとい

うのがありましたので、そういった人たち

のケアはできるだけ続けていただきたい

です。話を聞いてくれるだけでもいいと思

います。 

後遺症について、なってないからみんな

は分からない、自分のやる気がないだけじ

ゃないかとか、そういったやはり会社とか

でも影響を受けて、それで精神的に参って

しまう例とか、会社を辞められる例とかも

やっぱり聞きますので、その受皿はどこか

というと病院であると思います。病院も専

門医がいらっしゃるところはまだまだ解

明されていませんので、いらっしゃらない

と思います。 

 そういうところのケアは今後もしてい

ただきたいとお願いして、この質問は終わ

りたいと思います。 

 続きまして２０番目、マンホールトイレ

の設置、設備の負担金についてです。 

 内容について理解いたしました。小・中

学校を含め１５０基を今後は設置してい

くとのお話を聞きました。一方で市の管理

施設に関してはそうやって整備できるの

は理解できるんですが、避難場所になって

いるところで、私立の学校であったりとか、

協力をお願いしているところがあると思

います。そういうところには整備できない

と思いますが、どう考えてらっしゃるのか、

２回目をお伺いしたいと思います。 

 それで２１番目、自主防災支援事業につ

いては一定理解しました。 

 倉庫の内容を一回確認して考えていく

ということなので、内容を確認していただ

いて、特殊な機具が結構入っていると思い

ます。その使い方についても素人が急にで

きる話じゃないとも思います。自主防災訓

練自体は地域の人たちが自主的にされて

いるという認識なのは理解します。一方で

市としても必ず知っていただかないとい

けないのはあると思います。そのマンホー

ルトイレでも、先ほど塚本委員のところで

もありましたが、災害が起こったときに職

員が足りないことが予測されるとおっし

ゃっていたので、やはり有事になってから

説明していても説明ができない場合が多

くあると思います。そういった訓練を利用

しながら、今後は進めていただきたいこと

を要望としておきます。 

 続きまして、水道事業についてです。 
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 今後については減っていくと理解する

んですが、一方で下水道に関しては１０年

後にもう一回更新の時期が来ますので、そ

こから配管の話、雨水対策をどうしていく

のかという話にまで広がっていくと思い

ます。 

 これも今言ってもしようがない話でも

あるんですけど、しっかり今後を見据えて

いただいて、下水道は特に逼迫していると

私は思っています。その辺りの推移も、幾

ら企業会計で分離しているとはいえ、しっ

かり推移を見ていただいて注視していた

だきたいと、これも要望で終わっておきま

すのでお願いいたします。 

 続きまして２３番目、売られるというの

で理解しました。どこを売るのかは理解し

たんですが、可能でしたら内容を教えても

らえたらなと思います。 

 ２回目は以上です。 

○三好義治委員長 川本課長。 

○川本総務課長 質問番号１番、庁内印刷

事業でなぜ職員派遣なのかとのお問いに

お答え申し上げます。 

 庁内印刷業務につきましては、印刷室で

印刷機や断裁機、それから丁合機などの操

作、機械の操作をしての作業となります。 

 一般的な行政事務とは少し内容が異な

り、業務の特殊性がございます。今後のこ

とを考えますと、会計年度任用職員として

一般募集しても、なかなか適任の方が見つ

けにくいのではないかというのがござい

ました。それで、派遣の形態であれば、派

遣会社に登録されている多くの方の中か

ら適任の方を探し出していただけるので

はないかということで、派遣の形態を採用

しております。 

○三好義治委員長 森﨑課長。 

○森﨑資産活用課長 質問番号２番、ＦＭ

推進事業に係る３回目のご質問にご答弁

申し上げます。 

 少し繰り返しのご答弁になるかもしれ

ませんが、まずＦＭ推進事業としましては

基本のＰＤＣＡで庁内における約２０の

課の施設所管課において施設点検を行っ

ていただき、その結果を基に資産活用課営

繕職員等でヒアリングあるいは現場確認

を行い、優先度判定結果を導いております。 

 その判定結果に基づき修繕あるいは改

修の予算要求、予算措置が取られておりま

す。 

 しかしながら、場合によりましてはスケ

ジュールが前後するといったこともござ

いますので、現状の進捗状況につきまして

はそのような状況になっております。 

 全体を通しまして、代表質問でもご答弁

させていただきましたが、ＦＭ推進事業の

課題におきましては老朽化施設への対応、

市民ニーズへの対応、それらを踏まえた市

全体の財政状況でのバランスを踏まえた

対応がございますので、この課題につきま

しては引き続きの検討とさせていただき

たいと思っております。 

 続きまして質問番号３番、西別館跡地の

庁内における提案で、もし答えられるもの

があればということでございます。答えら

れるもので申し上げますと、一つはカーシ

ェアリングといった民間事業者に関わる

提案が１点と、あとは社会福祉施設に係る

提案が１点、もう１点は庁内の部署あるい

は施設を移動することによる、庁内全体の

有効活用といった提案が出されていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 竹下課長。 

○竹下防災危機管理課長 ＬＥＤ防犯灯

設置の目標数値がないのかというお問い
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だったと思います。 

 これにつきましては、先ほどもご答弁さ

せてもらいましたように、毎年、自治連合

会の総会で、防犯灯の設置申請書による要

望です。 

 それでやはり地域の自治会が、その地域

で危ないところ、暗いところ等をよくご存

じでございます。自治会からのご意見を頂

戴した上で、毎年設置しますので、目標数

値としては現状としては持っておりませ

ん。 

 それから防犯カメラについてでござい

ます。他市との比較についてのお問いと、

それからこれも目標はどうなのかとのお

問いだったと思います。 

 令和４年度に、本市も含めまして北摂７

市の防犯カメラの状況調べをやっており

ます。その中で主立ったところで１，００

０人当たりの人口比率でいうと摂津市は

最下位であります。ちなみに１，０００人

当たり１．５台と、それで高いところでは

箕面市で、１，０００人当たり１４．４４

台になっております。 

 これだけ開きはあるんですけれども、先

ほども答弁させてもらったように、摂津警

察署と協議を重ねながら、設置場所につい

ては選定しておるというところでござい

ます。 

 やはり犯罪の発生状況であったり、事件

捜査の記録、こういったものは摂津警察署

のほうが一番把握されておりますので、摂

津警察の協議の中で設置をしてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 森川課長。 

○森川財政課長 質問番号６番、ＦＭでの

計画上の予算計上がされていない、公共施

設への基金積立てが必要ではないかとの

お問いだったと思います。老朽化しており

ます施設への対応につきましては課題で

あると認識しております。 

 そのほかにも社会保障関連経費の増大

もございます。また大規模事業の実施がご

ざいます。そのことから基金をできるだけ

温存するためにも財源確保策として、今は

元金償還金を超える市債の発行を見込み

予算計上しているものであります。 

 しかしながら、このまま元金償還金を超

える市債発行を続けた場合には、将来にお

けるその償還金が財政状況を逼迫させる

ことになりますことから、今後、歳出額の

抑制が必要であると考えております。財政

方としましては、現在危機意識を持ってい

る状況でございます。 

○三好義治委員長 南池課長。 

○南池納税課長 質問番号７番、２回目の

質問に答弁いたします。 

 市税の納付につきましては、利便性の向

上はもちろんのこと、それに併せましてコ

ロナによる外出自粛や非接触という流れ

がございます。令和３年度より住民税の普

通徴収と固定資産税、都市計画税、あと軽

自動車税につきまして、順次スマートフォ

ン決済を導入しておりまして、現在Ｐａｙ

Ｐａｙ、ＬＩＮＥＰａｙ、ｄ払い、ａｕＰ

ＡＹ、ＦａｍｉＰａｙなどで納付いただけ

る状況となっております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 寺田部参事。 

○寺田建設部参事 １０番目の違法駐車

追放事業の２回目のお問いにお答えいた

します。 

 違法駐車追放の指導業務実績でござい

ます。平日昼間一日朝１０時、１３時、１

６時と３回、主に重点地区にはなるんです

が、千里丘駅の西側、東側、正雀駅周辺、
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これらの違法駐車の台数の計測であった

り、合わせて違法駐車、路上駐車の啓発活

動も実施をさせていただいております。 

 地域住民等からご要望のある鳥飼地域

の事業所が多く集まっておる地域であっ

たり、そういうようなところについても、

一定啓発活動を行わせていただいて、一定

時間経過後にまだ駐車状態があればスピ

ーカーで広報、告知もしながら啓発に努め

ております。 

 ただ、駐車状態が続くようでしたら、摂

津警察署にこの路上駐車の状態、ご報告も

しながら連携して取り組んでおるところ

でございます。 

 続きまして、放置自転車の撤去の状況で

のお問いでございました。先ほど申し上げ

た数字の部分で、差異の部分については、

今後人生１００年ドライブの無償譲渡に

当たりまして、一定台数ストックしながら、

使えるものは使っていくと考えておりま

す。ただ、全てが利用できるかと申します

と、そこの部分についてはまだ不明な点も

ございますので、一定無償譲渡に係りまし

て、自転車協会のご協力も得ながらそこの

ところは手当したいと考えております。 

 続きまして、道路反射鏡安全維持事業の

お問いでございまして、撤去する数でござ

います。令和４年度につきましては、１か

所撤去させていただいております。鳥飼和

道２丁目の府道正雀一津屋線、ちょうど中

央環状線との合流の手前でございます。市

道との立体的に交差する場所がございま

したが、そちらの閉鎖に伴いまして機能が

停止しまして撤去に至ったというところ

でございます。 

 そのほか、十三高槻線で以前正雀本町２

丁目から１丁目につながる交差部分でカ

ーブミラーを撤去した経緯がございます

が、地域要望で再度同じ場所に設置をした

こともございます。 

 撤去に関する基準はございませんが、設

置基準は設けておりますので、一定その基

準に基づいた形で新規設置の判断はいた

しております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 杉山課長。 

〇杉山都市計画課長 ３Ｄ都市モデルに

ついてのご質問にお答えいたします。 

 ３Ｄモデルの活用につきましては、まち

づくりや防災、環境など様々なシミュレー

ションに使われたりとか、リアルタイムで

の情報提供といったことに活用できるよ

うになってきています。ほかの自治体では

様々な取組をされておりますが、どういっ

た取組をするかは、それぞれの自治体で３

Ｄモデルは何に活用していくかを考えら

れて取り組まれているものと認識してお

ります。 

 その中で、本市におきましては、まずは

防災の観点で、水路の水系との連携を考え

ます。また、建設部で保有しております、

先ほど申しました道路情報ですとか、都市

計画に関わる情報、こういったものは３Ｄ

モデルに重ね合わせて分かりやすく表示

していくということで、市民の利便性の向

上にもつながるのではないかということ

で取組を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 江草部参事。 

〇江草総務部参事 多世代同居・近居支援

事業のご質問にお答えさせていただきま

す。 

 本事業につきましては、先ほども答弁さ

せていただいたとおり、令和元年度から開

始した事業でございます。令和４年度を含

めまして、４年目の事業となります。 
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 令和元年度、令和２年度につきましては、

予算内での年間事業を実施できた状況で

あります。この令和３年度、単年のみの実

績では年間通じての助成の需要が特異で

あったものか、これが通常のものかの判断

予測が困難であったことから、令和５年度

の予算につきましては、令和４年度と同額

の予算要求とさせていただいております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 森﨑課長。 

〇森﨑資産活用課長 質問番号１６番、市

内の集会所の施設に関する耐震化を含め

た今後についてのご質問にご答弁申し上

げます。 

 市内に点在する４９か所の集会所にお

きましては、その多くが３０年以上経過し

ております。老朽化は進んでおりますが、

施設点検等において随時必要なメンテナ

ンスを行い、安全性を保つための維持管理

に努めているところでございます。 

 しかしながら、委員がご指摘のとおり、

利用者の安全面を第一に考えると耐震工

事、あるいは耐震の改修が望ましいと考え

ておりますが、多額の財政負担が要するこ

とが課題の一つとなっております。 

 今後につきましては、ＦＭの観点で申し

上げますと、周辺の公共施設で再編が検討

される際にはそこへの集約化を一つの選

択として、地域のご意見、ご意向を踏まえ

ながらその方向性を見定めたいと考えて

おります。 

 また、施設所管課の資産活用課としては、

個別集会所で極端に耐震性が低いものに

関しましては、機能の停止等も含めた検討

をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 宮城課長。 

〇宮城水みどり課長 １７番目の２回目

の問いにお答えいたします。公園内にあり

ます盛土に対する現状の対応といたしま

してお答えいたします。 

 市内の都市公園には盛土により、築山等

の広場にしている公園がございます。委員

がお示しの庄屋公園は、その築山も広くあ

りまして、その上には遊具やベンチも備え

た公園となっております。この築山にする

ことによって、利用者の方々には高低差を

感じていただけるようになっております

が、やはり高低差がある以上は、その土が

雨や風の影響によって下へ流れ出し、ある

いはその下の排水溝を詰まらせたり、ます

を詰まらせる現状がございます。 

 これにつきまして、管理者である我々が

できることといたしまして、土の流出を止

めるためにその盛土の際にブロックを積

み上げたり、植栽を植えたりして止めるよ

うなことをしてまいりましたが、やはり築

山に対してはそこへ上っていくためのス

ロープや階段がございまして、そこからの

土の流出は食い止めることがなかなか難

しい状況にあります。 

 この排水不良を引き起こす土を止める

ためには、日々の清掃が欠かせないことは

重々承知しておりますが、なかなか管理者

側では難しい状況にございます。そうなり

ますと、やはり地域の自治会などの団体や

ボランティアの皆さんの協力が必要にな

ると考えております。そういったご協力い

ただいている方々とも今後とも協力体制

を結びながら、ここの維持管理を進めてい

きたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 竹下課長。 

〇竹下防災危機管理課長 民間の避難所、

協定をまいて避難所として位置づけさせ

ていただいております。そちらで、マンホ
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ールトイレは、さすがに公共施設でござい

ませんので非常に困難だと考えておりま

す。 

 今考えておりますのは、水害時のときも

含めてなんですけれども、携帯のトイレを

お使いいただくすべしかないかなと考え

ております。あるいは、これも大変ご不便

をおかけするんですけれども、近くの小・

中学校の避難所のトイレをご利用いただ

くとか、そういう方法しか現在ない状況で

ございまして、この携帯トイレの配り方に

ついては、まだ少し確立できないところは

ございますので、今後不自由なく配布でき

るよう取り組んでまいりたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 ３回目の質問をさせて

いただきます。 

 一つ目の予算概要の庁内印刷事業につ

いては、専門性があるので派遣を使ってら

っしゃるとおっしゃられました。 

 業務内容をお伺いしましたが、主に印刷

だけで、それをデザインとか製本したりは

担当課でやると聞いています。私は、不動

産屋でしたので、輪転機はよく使ってまし

て、どこに専門性があるのかあんまり理解

できないです。味舌小学校のＰＴＡ会議室

にも輪転機があります。保護者の方々が、

よく使っています。その中で、特に専門性

があるというのは理解できない。答弁と私

の認識に食い違いがあると理解します。 

 はっきりいいまして、派遣にしてしまう

と派遣委託料を派遣に払わないといけな

い部分があると思います。会計年度職員に

したらいいのではないかと私は思います。

そういうところも経費削減につながって

いくと思いますし、直接雇用されたほうが

本人の実入りも多いと思います。余り専門

性は感じないので、しっかり今後検討して

いただきたいと思います。要望としておき

ます。 

 ２番目です。ＦＭ推進事業について。答

弁漏れでもう一回お伺いします。選挙管理

委員会の部分で令和４年度をめどに解体

するとしていた鳥飼書庫について、解体し

ていな 

いことについて、いろいろあるからずれる

ときもあるとお聞きしたんですが、選挙管

理委員会とどういう協議をしてきたのか、

教えてください。 

 併せて、先ほど来から出ています集会所

の部分について、耐震度が低いところはや

っていかないといけないのは理解したん

ですが、耐震の診断自体はほとんどのとこ

ろでされています。結果、Ｉｗ値について、

私が調べたところ、木造でしたらら０．７

かが必要だと、震度６に対してです。それ

以下になると、震度６の地震では高い確率

で倒壊するとの基準だと理解しました。 

 集会所を見ていくと、０．０５の値のと

ころがあります。集会所は書いて字のごと

く人が集まる場所です。その中で、地震に

耐えれない、ましてやこの前の大阪北部地

震のときもありましたけど、家が壊れたり

した人は、集会所で寝泊りされている人も

いました。その集会所が安全じゃない、余

震に耐えれない可能性があるのは、もしそ

れで事故が起こってしまった場合、かなり

市の責任になるのではないかと思います。

しっかり理解していただいてやっていた

だきたい。 

 加えて、前後しますが、集会所の使い方

について、防災危機管理課としてはどのよ

うな認識を持っていらっしゃるのか。自治

会によっては、支援物資を集会所に集めて
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いる自治会が大いにあると思います。水だ

ったり、非常食などです。ただ、倒壊する

おそれがあるとこに集めていたら何の意

味もないわけです。そういうことも含めて

どう扱うべきなのか。防災の観点からで結

構ですので、一回お教えください。 

 続きまして、３番目、西別館跡地につい

て、理解しました。放っとくわけにはいき

ませんし、指針を示してほしいです。のら

りくらりはあまりよくない。解体費をつく

って、一度方針を出したものに対して解体

費を結構かけて、現状１００％利用はでき

てないです。 

 何度も繰り返しますけど、市民の財産で

もある土地なので、しっかりと指針を示し

ていただいて方向性をつくっていただき

たい。できないならできない、どこまで置

いておくのか、しっかり考えて、それで無

理ならこう使っていくとかでも結構なの

で、しっかり考えていただきたいので、要

望しておきます。 

 ４番目、ＬＥＤ防犯灯に関しては理解い

たしました。数値目標はないということで、

求められる限りやっていく。逆に言えばそ

ういうことなのかと一定理解しました。随

時やっていただきたいと思います。こちら

に関しては以上です。 

 続きまして、防犯カメラ設置事業につい

て、他市との差異は結構あると理解しまし

た。 

 提案ですけど、一般のご家庭で防犯カメ

ラを付けていらっしゃる方がいると思い

ます。突拍子もない提案ですが、その防犯

カメラを付けているお家に対して、例えば

補助金を出して道路の一部を映してもら

うなど、最初に誓約書を書いていただいて、

何かあったときはそれも見させてもらい

たいと、警察と連携してやらせていただく

ことを誓約書に書けば、別に市が設置しな

くても増やしていけるのではないかと思

いました。 

 その場合、市が全部しなくても、それぞ

れで維持管理していくでしょうし、維持管

理が終わればもちろん補助金を止めたら

いいわけです。数千円とかでも結構なので、

そういう事業で運用していくのもいいの

ではないかと思いました。また検討してい

ただけたら、いろんな可能性があると思い

ますので、よろしくお願いします。これは

終わっておきます。 

 続きまして、６番目、財政課の部分です。

かなりしんどいというようなことであり

ました。 

 今回はこの程度にしときますので、しっ

かりと認識を持っていただいてやってい

ただきたい。 

 予算請求されていない部分があると思

います。摂津市公共施設等総合管理計画に

のっとって、できていない部分が大いにあ

ると思います。その部分をしっかり財政的

にも注視していただいて、ちゃんと予算的

にいけるのかどうか、未来を見据えた形で

いけるのかも注視していっていただくよ

う要望しときます。 

 ７番目、軽自動車の部分とか電子マネー

でやりましたというお答えはいただいた

んですが、住民税を電子マネーにするのは

検討されたかもお伺いしておりました。そ

この部分は、納税課ではなくどこの課にな

るか分かんないんですけど、お答えいただ

けたらと思いますので、もう一回お願いし

ます。 

 違法駐車追放事業についてです。質問の

中で、どれぐらいの実績、月でもいいので

上がっているか教えてほしいと話をさせ

てもらいました。何台とかそういう具体的



- 42 - 

 

な話が出てくるのかと思ったら、特にそう

いった話はなかったのかと思います。はっ

きり言いますと、週５回も出る意味あるの

かと思うところがあります。やっても意味

のない事業だとは思わないですけど、費用

対効果としてどうなのかとは思うところ

があります。 

 本来なら警察の仕事だと思います。費用

対効果、しっかり予算的にもしんどいとい

う話もありましたので、その辺りも見詰め

ていっていただきたいです。これも要望し

ておきます。 

 １１番、放置自転車等対策事業について

です。人生１００年ドライブのために、あ

る程度ストックされているようです。だか

ら、スクラップ自体はゼロ台になったとの

お話だったと思います。 

 その中で、一定使えないものもあるとこ

ろで、それをどの時期で、どういう判断を

されるのか分かんなかったんですけど、い

つかはスクラップしないといけない部分

があると思います。 

 自転車、リサイクル、鉄とかチューブと

かあると思うので、そのリサイクルの仕方

については、今後検討していただきたいと

思います。自転車屋とも連携できるものか

分からないですけど、自転車屋に持ってい

ったら多分修理して売れると思います。少

しのお金でもいいので、そういうのを今後

検討していってもらえたらと思います。こ

れも要望としておきます。 

 １２番目、道路反射鏡安全維持事業につ

いてです。撤去されるところがあるとおっ

しゃられました。私も撤去されて困ってい

ると相談を受けました。先ほどの防犯カメ

ラの話もそれにつながると思います。防犯

カメラの映像で、カーブミラーがなくなっ

たところで事故になりかけているものも

見せられました。 

 そういうところもしっかりと配慮はし

ていただきたい。なくすのはいいですけど、

そのなくした後の状況把握もしっかりし

ていただきたい。はっきり言いますと死者

でも出てしまったら、撤去したことが原因

と言われても仕方がない部分はあると思

います。 

 だからそこは慎重になっていただいて、

撤去数自体は少ないので慎重になってい

ただいているとは思いますが、撤去した後

の近隣の状況、事故の状況、警察とほかの

部分でも密になっていると思うので、その

辺りもしっかり話をしていただいて、事故

がないかとか、増えてないかなど、そこは

状況把握をしっかりしていただいて、戻さ

なあかんとこは戻していただくとか、その

辺も含めて考えていってもらえたらと、こ

れも要望しときます。 

 ３Ｄ都市モデル活用事業についてです。

他市は他市で、先進事業なので、いろんな

例があって、まずは自分とこのやりたいこ

とやっていくのは一定理解しました。 

 国から補助金をもらっている事業なの

で、どこまでできるのか私は理解できない

とこもあるんですが、令和５年度の部分で

他市の話を聞いていたら、方向転換ではな

いですけど一気にお金をつぎ込んで、進め

ていくという団体も聞いています。 

 それがいいか悪いかは、摂津市の判断に

なると思いますが、この分野に関して、し

っかり把握していただいて、予算をつける

とこはつけていただいて、他市から盗める

とこは盗んでやっていただけたらと思い

ますので、これも要望しておきます。 

 １５番目、多世代同居・近居支援事業に

ついてです。お金を払うべきじゃなかった

のに払ってしまった人がいるから、その辺
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を検討しないといけないような答弁に聞

こえました。理解できない部分がありまし

たので、もう一回教えていただきたい。 

 もし、今回１００％に達したらどうする

つもりなのか、もう３年連続止まるのは正

直ないと思います。申し込みたいけど申し

込めないという状況なのか分からないん

ですが。 

 家を建てることは、結構大きな話だと思

います。制度設計上あるのに、待ってくだ

さいというのはおかしな話だと思います

ので、その辺の認識も含めてもう一回教え

てください。 

 １６番目、震災対策推進事業に関しては、

集会所の話でまず防災危機管理から先に

お伺いしたいと思いますので、とりあえず

置いておきます。 

 水みどり課の部分です。公園維持管理の

部分で庄屋の盛土を例に出させていただ

いて、なかなかしんどい部分があると思い

ました。私もよく聞いていますし、掃除も

していますが、追いつかないです。こうや

って溝掃除とかもしていただいているの

も理解するんですが、追いつかないです。

その都度詰まっている状況もよく相談を

受けます。 

土が上にある状況にあるのは、庄屋公園

で実験されているわけです。鶴野地区で新

しい公園を造る際、盛土をしてということ

ですが、現状のままいったら、指定管理で

も置いて毎日清掃してもらわなあかんレ

ベルなのかと思います。それでは、お金が

回らないと思いますので、今ある庄屋公園

を使ってでもしっかりノウハウを蓄積し

ていただきたいと、要望しておきますので

よろしくお願いします。 

 マンホールトイレの部分で、設置できな

い部分あるとお話させていただいて、確か

にありますというのと、その場合は携帯ト

イレを配布、お渡しする予定ですと答弁い

ただきました。携帯トイレは市役所にある

と思います。それを、じゃあ有事の際に民

間の避難所のところに持っていくのかと

いうと、やはり先ほども話がありましたと

おり、人員が足りない話になってくると思

います。 

 そうなってくると、やはり渡したいけど

渡せない。品物があるのに渡せない状況に

なると思います。先にどこかに渡しておく、

それはさっきありました自主防災訓練で

も結構ですし、使い方とかも、例えば集会

所とかに置いておくのもいいと思います。 

そういう話を今後していくべきじゃない

かと思っています。 

 ただ、集会所は地震で潰れる可能性があ

るので、なかなか難しいところではありま

す。その辺りを含めて先に作業を分担させ

るべきじゃないかと思いますので、これは

とりあえず要望としておきます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 森﨑課長。 

〇森﨑資産活用課長 質問番号２番、ＦＭ

推進事業に係る答弁、一部漏れておりまし

たので申し上げます。 

 委員がご指摘の選挙管理委員会の書庫、

いわゆる鳥飼書庫のことであろうかと思

います。こちらにつきましては、計画にお

いては第１期での再編の検討施設の１１

施設１４棟の中に含まれておりますので、

そちらについて検討を進めようと考えて

おりますが、現在の使用状況で申し上げま

すと、選挙事務における資材、機材を平屋

で置き、かつ運配送をするための面積を有

するところが他に代替地としてないとこ

ろもありまして、現状引き続き利用してい

る状況でございます。 
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 代替地も含めて今後検討してまいりた

いと考えております。 

 なお、令和４年度におきましては、現状

のまま活用し、次月選挙もございますが、

続けるという形で今のところは認識して

おります。 

○三好義治委員長 竹下課長。 

〇竹下防災危機管理課長 集会所の防災

の観点でどうかというご質問であったと

思います。 

 そもそも集会所は、指定避難所でもござ

いません。一時避難場所でもございません

ので、我々やはり避難経路としましては、

地震時に例えますとまず近くの公園、一時

避難場所へお逃げいただく。その後、指定 

避難所へ避難していただく、こういう経路

を推奨させていただき、啓発しております。 

 そういった中の集会所で備蓄品などを

置いておかれることについては、隅々まで

確認していませんけれども、やはり耐震性

に脆弱な施設にそういったものを置かれ

ると、取りに行く段階で被災される可能性

がございますので、それはおやめいただき

たいと思います。 

 ですので、集会所については、我々とし

ては避難場所としての考え方は持ってご

ざいません。 

 それから、指定避難場所も、発災後すぐ

にそこへ避難してくださいとご案内する

わけではございません。地震後、建物がど

ういう状況になっているかまず確認させ

てもらって、点検させてもらいます。その

後に避難・誘導させてもらうという流れで

ございますので、やはりその辺の安全確認

をまず行った上での避難であると考えて

ございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 南池課長。 

〇南池納税課長 では、質問番号７番、３

回目のご質問に答弁いたします。 

 市税の納付に係るスマートフォン決済

の導入に関してです。固定資産税、軽自動

車税とともに、住民税に関しても令和３年

度よりスマートフォン決済を導入してお

ります。 

○三好義治委員長 江草部参事。 

〇江草総務部参事 多世代同居・近居につ

いてのご質問にお答えさせていただきま

す。 

 先ほども申し上げたとおり、この事業に

つきましては、令和元年度から始めて４年

目の事業となっております。最初の２年に

ついては予算内で終わったと。令和３年度、

令和４年度については、年度の途中で予算

がなくなった状況であります。令和３年度

の予算の需要推移だけでは、全体の今後の

需要の推移は予測することが困難である

ため、令和５年度については同様の予算額

とさせていただいていることを、先ほど答

弁させていただきました。この制度につき

ましては、家屋の購入とか転居の完了した

後、一年間の間は申請できるという期間を

設けておりますので、令和３年度、令和４

年度、この２か年については途中で予算が

枯渇したという状況もありますが、この需

要傾向についてはしっかり検証しながら

令和５年度の事業をしっかり進めていく

ことを考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 ２番目の選挙管理委員

会について、制度設計上は、つくって方向

転換というのは理解できる話です。ただ、

これはお金をかけてつくった制度です。１

年目から結構破綻してきているという認

識です。ずれるのは仕方がないとはいえ、
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結果、その選挙管理委員会の部分一つに対

しても代替地がないということで、今年も

無理なら２年遅れになります。 

 やはり、そういうことがないように制度

設計しているので、しっかりやっていただ

きたい。全庁挙げて、計画どおりにいかな

いのであれば計画修正を含めてしっかり

考えていっていただきたいです。 

 繰り返しますが、つくってる制度設計を

無駄にするのは本当に経費の無駄だと思

いますので、ほんとに強く要望しときます

のでよろしくお願いいたしまして、この質

問を終わります。 

 ７番目の部分に関しては、私の勉強不足

でした。理解いたしました。 

 集会所の耐震の話、避難所としては認め

ていないとのお話でした。やはり地域の人

とは認識が違うと思います。みんな集まる

場所はほかにはないですし、置いとける場

所もないという中で、やはり集会所という

のは使いやすい、そういう使い方をされる

とこは多いと思います。 

 一時避難する場所ではないという話も

されていましたけど、大阪北部地震のとき

も一日たって泊まるとこがないから集会

所で寝られている方が出てきていました。

余震とかまだある可能性があると思うん

ですけど、その余震にすら耐えれるか分か

らない集会所があるわけです。それは、防

災担当に言うたらいいのか、施設管理担当

に言うたらいいんか、どこに言うたらいい

んか分からないですが、全庁的に考えとい

てほしいです。そこで亡くなったらほんと

にもったいないと思います。どこに文句言

うたらええねんという話になりますし。そ

れで、足が悪いとか、事情があって大きな

ところに行けない人も大いにいるわけで

す。だから、なるべく家の近くにいたいと

なる場合があります。 

 そういう諸事情ある中で、やはり集会所

を使うなというのは無理があると思いま

す。現実と制度が乖離しているように見え

ますので、しっかりその辺も含めて説明し

ていただきいので、これも要望としておき

ます。 

 多世代同居・近居支援事業についてです。

読めないという話だと思うんですが、やは

り一年あるといっても、利用者からしたら

欲しいものは欲しいと思います。だから、

今回同額の予算ですけれども、もし足らな

くなるんであれば、これは補正予算を組ん

ででも、私はやるべきだと思いますので、

その辺検討していただいて、要望しておき

ます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 三好俊範委員の質問

が終わりました。 

 暫時休憩します。 

（午後２時４９分 休憩） 

（午後３時１４分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 村上委員。 

○村上英明委員 私から何点か質問させ

ていただきます。まず初めに、補正予算書

からさせていただきます。 

 １番目が、補正予算書の１４ページでご

ざいます。ここで、先ほどの説明でもござ

いましたけれども、市民税なり法人税が増

額の補正予算をされているということで

ございます。これは令和４年度ということ

ですので、実際は令和３年度の収入が増加

した分なのかと思うんですけれども、個人

の市民税の約３億円の増額になった要因

について、１回目にお尋ねをします。 

 ２番目が、同じく１４ページのところで、

法人の分です。これも同じく３億円の増額
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補正で、その要因についてお尋ねします。 

 ３番目が、同じく１４ページのところで、

普通交付税が１億４，８４５万６，０００

円の増額補正でございます。これは、各自

治体の財政需要額からこの収入を引いた

もの、いわゆる財源不足の分だと認識をし

ているのですが、これが増額になった理由

についてお尋ねをしたいと思います。 

 ４番目が、４６ページで、交通指導業務

委託料が３０％ほど当初予算から減額さ

れております。これは先ほど来からもあっ

たと思うのですが、違法駐車等の防止の指

導ということでの業務委託でありますが、

この３０％減額になった理由についてお

尋ねします。 

 ５番目が、４８ページのところで、浸水

対策計画作成業務委託料があります。これ

は、当初予算比で４６％の減額でございま

す。委託に関しての契約の額かと思うんで

すけれども、この減額の理由についてお尋

ねします。 

 ６番目が、５０ページで、空家所有者等

調査委託料が全額の減額補正となってお

ります。これは空き家所有者の調査がなか

ったのかと思うのですが、確認も含めて、

これが全額の減額補正となったことにつ

いての認識についてお尋ねします。 

 ７番目でございます。先ほども当初予算

でも議論をされておりましたけれども、補

正予算書の５０ページの負担金で、この中

で耐震診断補助金が当初予算と比較して

６０％減額になっている。その下の耐震改

修補助金、これは当初予算比で７０％の減

額補正で、ブロック塀等撤去補助金につい

ても７０％の減額補正、空家解体補助金は

１００％の減額補正、狭隘道路拡幅整備助

成金は９６％の減額補正になっておりま

す。減額となった理由とこのことへの影響

をどう認識をされているのかお尋ねしま

す。 

 次に、８番目でございます。ここから予

算書にいきます。市民税の個人の現年課税

分が令和４年度当初と比較して３億６，０

００万増えていることでございます。補正

では３億円増額補正ということですので、

そういう意味では実質は６，０００万円が

令和４年度から増額されると思うのです

が、増額とされた考え方についてお願いし

たいと思います。 

 ９番目でございます。これも予算書の２

０ページのところで、これは市民税の法人

の現年課税分ということでございます。令

和４年度の当初予算と比較いたしまして

４億３，５００万円の増額です。これも先

ほどの個人と同じで、３億円補正されてい

ますので、実質は１億３，５００万円が令

和４年度から増えていることになると思

います。この増額となった考え方について

ご答弁をお願いしたいと思います。 

 次、１０番目でございます。予算書の３

６ページのところで、デジタル基盤改革支

援補助金が６，３８５万５，０００円計上

されております。この補助金の使途、使い

道について１回目お尋ねをしたいと思い

ます。 

 １１番目でございます。予算書の５０ペ

ージのところで、これも先ほど質疑もござ

いましたけれども、土地売払収入です。ご

答弁の中で旧別府公民館などでございま

したけれども、この項目については令和４

年度と全く同額が令和５年度も計上され

ているということでございますので、この

売却の可能性についての認識をお尋ねし

ます。 

 １２番目、６２ページのところで、これ

も市債の関係で質疑がございました。令和
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５年度の市債は、令和４年度と比較をして

４億６，４９０万円増額になっているとい

うことでございます。その中で償還額が２

３億７，０００万円ほど計上されているの

ですが、この償還額を約１４億円上回る形

での市債が令和５年度に発行されている

ということでございます。ただ、その一方

で、基金の繰入れは、令和５年度は令和４

年度と比較して約１１億円減少している

ということでございます。この基金の繰入

れと市債の発行の考え方を改めてお尋ね

をしたいと思います。また、事業関係にお

いては、発行できる事業はできるだけ市債

を発行していく考えなのかをお尋ねしま

す。 

 １３番目、予算書の７０ページのところ

です。市の例規集委託料が６１１万４，０

００円、令和４年度と同額が計上されてお

ります。電子化が進んでいる関係の中で、

この例規集という紙ベースを電子化する

方向性について確認も含めてお尋ねしま

す。 

 次は、１４番目でございます。予算書の

１４０ページのところで、占用管理システ

ム保守業務委託料があります。１１２万２，

０００円の予算計上で、農業水路の管理だ

と思います。このシステムの内容について

お尋ねします。 

 １５番目、１４０ページでございます。

これも先ほどありましたけれども、内水氾

濫解析業務委託料が１，３２０万円で、こ

れは令和４年度と比較して約７倍の予算

額になっております。先ほどもこの３年間

でとありましたけれども、どういう形での

解析をされているのかお尋ねします。 

 次に、１６番目でございます。予算書の

１４０ページのところで、用排水路改修負

担金がございます。令和５年度は８３６万

円で、令和４年度と比較して約２倍の金額

になっておりますので、この負担金の内容

についてお尋ねします。 

 次に、１７番目、予算書の１４６ページ

で、節１０需用費のうち修繕料が上がって

おります。３，０５８万９，０００円で、

令和４年度と比較して約１．６倍の金額に

なっております。内容的には路面標示等々

の修繕であると思いますが、この増額とな

った内容についてお尋ねします。 

 １８番目、１４６ページで、公共施設巡

回バス運行管理業務委託料があります。こ

れは令和４年度と令和５年度はほぼ同額

の金額でございますけれども、令和５年度

の予算計上について、乗車人数をどう捉ま

えておられるのかお尋ねします。 

 次に、１９番目でございます。これは要

望とさせていただきます。先ほど質疑がご

ざいました関係で、地域公共交通計画策定

委託料です。令和４年度は約９００万円の

当初予算で、市内の公共交通基本計画検討

支援業務を委託された、それを受けてとい

うことだと思います。これまで私等々も一

般質問も含めて、公共交通関係は鳥飼まち

づくりグラウンドデザインのことも含め

て質疑をさせていただきました。そういう

中で市民の方々からすれば、車に乗れる、

運転ができる体力があるときは、摂津市は

本当に便利で、高速でもどこでもすぐに乗

れるということがあります。ただ、運転免

許証を手放したとたんに移動手段に困る

ということです。こういう方々の年齢層も

踏まえて、公共交通をしっかりと計画とし

て取り組んでいっていただきたいので、こ

れは要望としておきたいと思います。 

 ２０番目でございます。予算書の１４８

ページで、道路維持工事があります。令和

５年度は１億７，５００万円で、令和４年
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度と比較して約１．８倍の予算計上をして

いただいております。この増額となった内

容について、１回目にお尋ねします。 

 ２１番目でございます。予算書の１５４

ページで、住宅マスタープラン改定委託料

が４９０万６，０００円であります。改定

をするに当たって、課題をどう認識してお

られるのか、またどういう方向性をもって

このプランを作成されるのかをお尋ねし

ます。 

 次は２２番目で、１５４ページで、補正

予算でも申し上げさせていただきました

けれども、耐震診断補助金とか耐震改修補

助金であります。先ほどの議案第９号で５

０％とか７０％とか９０％とか減額をさ

れたにもかかわらず、この令和５年度の当

初予算はブロック塀等の撤去補助金は約

１００万円減額とか、空家解体補助金は約

半減とかにされているんですけれども、耐

震診断補助金とか耐震改修補助金は令和

４年度と同額を計上されています。どうい

う考えでこの予算編成をされたのかをお

尋ねします。 

 ２３番目でございます。これも要望にさ

せていただきます。先ほども質疑がござい

ましたけれども、公園の魅力向上実証実験

補助金でございます。先ほど三好俊範委員

も言っておられましたように、市内全体の

公園の魅力を高めていっていただきたい

とお話もございました。そういう中で樹木

の剪定とか草刈りとかを私もお願いをさ

せてはいただいておりますけれども、公園

管理として１億３，６００万円を計上され

ている中であります。しっかりと地域の皆

様に、一番広いところでもございますし、

またご高齢の方のゲートボールとか様々

なことで活用されていますので、この辺の

公園は使いやすいという感じを持ってい

ただけるような公園管理をしていってい

ただきたいということで、要望としておき

ます。 

 ２４番目でございます。予算書の１６０

ページで、市営住宅等総合管理業務委託料

があります。これは委託する業務の内容に

ついてお尋ねをさせていただきたいと思

います。 

 ２５番目でございます。１６８ページの

で、節１８負担金、補助及び交付金で安威

川ダム水特法１２条負担金、７９１万８，

０００円があります。令和５年度は安威川

ダムの供用開始ということでお聞きをし

ておりますけれども、その供用開始の関係

なのか、また安威川ダムを建築するときの

負担金なのか、改めてこの補助金の内容に

ついてお尋ねします。 

 ２６番目、１６８ページのところで、防

災無線保守委託料があります。３７５万１，

０００円ですが、これが令和４年度の当初

予算と比較して減額になっております。そ

の減額された中で令和５年度の予算を計

上されたその理由についてお尋ねします。 

 ２７番目、最後でございます。予算書の

１６８ページで、先ほどもございましたけ

れども、市民用避難所運営マニュアル作成

業務委託料が計上されております。このマ

ニュアル作成の効果といいますか、市民に

向けての効果をどう考えておられるのか

をお尋ねします。 

 １回目、以上です。 

○三好義治委員長 市民税課、妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 質問番号１番、補正予

算に係ります市民税課の個人市民税の増

加理由についてご答弁申し上げます。 

 まず、個人市民税の現年課税分につきま

して、令和４年度当初予算計上時点では４

５億３，９００万円としておりました。こ
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のときには新型コロナウイルス感染症の

影響からの回復の兆しといったものも考

えておりましたが、それ以上に個人の令和

３年中の所得が想定よりも上回ってきた

と考えております。これにより令和４年１

２月末時点での調定額から収納可能と予

測される額といたしまして、３億円の増額

を計上いたしたものでございます。 

 次に、質問番号２番、補正予算書１４ペ

ージ、法人市民税の増加理由でございます。

こちらも令和４年度の当初予算計上時に

おきまして、法人市民税の現年課税分につ

いては１３億６，３００万円としており、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

よる景気の減退は落ち着いたものと考え

ていたところですけれども、実際には、法

人の収益の増加が想定以上にあったと考

えております。これにより令和４年の１２

月末時点での調定額から収納可能と予測

される額を考えまして、３億円の増額を計

上いたしました。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 財政課、森川課長。 

○森川財政課長 質問番号３番、補正予算

書１４ページ、普通交付税の増になった理

由でございます。令和４年度の普通交付税

につきましては、当初算定時で１０億９，

４０４万１，０００円でございました。そ

の後、令和３年度の国税決算及び令和４年

度の国税収入の補正に伴いまして増額を

されました地方交付税の法定率分の額の

一部につきまして、令和４年度の地方交付

税総額に加算して交付する措置が講じら

れまして、普通交付税につきましては再算

定が行われております。 

 再算定の内容としましては２点ござい

ますけれども、１点目は、基準財政需要額

に臨時経済対策費を創設したというもの

でございます。もう１点は、調整額の復活

となっておりまして、金額としましては、

臨時経済対策費が１億３，５５４万円、調

整額の復活が１，２９１万６，０００円、

合計で１億４，８４５万６，０００円の増

額となり、今回補正予算にて計上をさせて

いただいているものであります。 

○三好義治委員長 道路交通課、寺田部参

事。 

○寺田建設部参事 ４番目の交通指導業

務委託料に関する補正予算の減額補正の

理由についてお答えいたします。 

 交通指導業務委託料に関しましては、令

和３年第４回の議会に際しまして債務負

担行為の設定を承認いただいております。

令和４年度、令和５年度、令和６年度と３

か年にわたりまして、交通指導業務委託料

で入札をさせていただいた際に落札減に

よる部分がございましたので、その不用額

を減額補正としたものでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 水みどり課、宮城課長。 

○宮城水みどり課長 ５番目のご質問で

あります、浸水対策計画作成業務委託料の

減額補正の理由についてお答えいたしま

す。 

 減額補正の理由としましては、入札によ

る落札結果の差金でありますが、業務成果

につきましては仕様書に基づいた成果品

を受領いたしております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 建築課、江草部参事。 

○江草建設部参事 ６番目の空家所有者

等調査委託料の減額についてご説明させ

ていただきます。 

 本委託につきましては、特定空き家等の

所有者が確認できない場合につきまして

専門家に調査委託を行う委託料でござい
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ます。令和４年度につきましては、専門家

に発注することなく、近隣の聞き取り、税

務の情報等で所有者が把握できたために

執行しなかったものでございます。 

 ７番目の補助金の減につきましては、申

請件数の精査による減であります。 

 個別にご説明させていただきます。 

 耐震診断につきましては、木造の耐震診

断とか、あと共同住宅等の物件とかを想定

して予算計上をしております。その中で補

助の金額が異なりまして、共同住宅等につ

きましては、予算計上的には１件している

ところです。補助金額が１００万円と大き

い金額でありまして、その申請がなかった

ことで大幅な減額になっているものでご

ざいます。 

 耐震改修につきましても、先ほどご質問

があったとおり、実際に改修に進んだ件数

につきましては、改修が１件、除却が１件

でございました。想定的には４件程度の改

修で除却が１０件程度を積み上げまして

予算計上しております。結果的に申請数が

少なかったために減額となっております。 

 ブロック塀につきましては、３００万円

の予算計上をさせていただいております。

この補助につきましては上限が決まって

おりまして、上限が２０万円となっており

ます。最大であったときは１４件の申請が

ありましたことから、１５件分の３００万

円で計上をさせていただいております。件

数的には今日現在で４件の申請がある状

況で、これにつきましても満額ではなく、

面積の規模が小さかったら１平米当たり

１万１，０００円という金額がありますの

で、その取り壊す分と２０万円の安いほう

が補助金額となりますので、その実績の差

額によって減額したものであります。 

 空家解体補助金につきましては、特定空

き家の取壊し解体が対象になりまして、今

年度につきましては対象の物件がなかっ

たので、全額補正減額させていただいてお

ります。 

 狭隘道路補助事業につきましても、一定

想定して積み上げている中で、令和３年度

より重点地区を定めまして、そこの地区に

つきましては、幹線道路から開発予定地ま

での土地購入費等を想定した形で予算計

上させていただいておりますけど、その辺

の実績がなかったので大きな減額となっ

ている状況です。 

 以上です。 

○三好義治委員長 市民税課、妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 質問番号８番、予算書

２０ページ、個人市民税現年課税の前年度

からの増額の理由のお問いにご答弁させ

ていただきます。 

 こちらにつきましては、令和５年度の状

況が、現在、景気の緩やかな持ち直し、雇

用状況の改善傾向といったところも見ら

れます。先ほど令和４年度の補正予算の増

額計上のところでも申し上げましたが、そ

ういう現状を鑑みまして、令和４年１２月

末時点の調定額を参考にして当初予算額

を計上したものでございます。結果として

増額となっております。 

 続きまして、質問番号９番、予算書２０

ページ、法人市民税現年課税分の前年から

の増加の理由でございます。こちらにつき

ましても、法人市民税、令和５年度におき

ましては、企業収益もウィズコロナの下で

景気の緩やかな持ち直しが見られるとこ

ろがございますので、補正予算でも増額し

ておりますように、令和４年１２月末現在

の調定額の状況を参考に令和５年度の予

算を計上させていただきました。想定より

も早く景気が回復状況になったものと見
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ております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 情報政策課、下郡課長。 

○下郡情報政策課長 質問番号１０番、デ

ジタル基盤改革支援補助金の使い道につ

いてお答えさせていただきます。 

 この補助金につきましては、基幹システ

ムの標準化に関係しているものでござい

まして、標準システムへの移行に向けた調

査等の準備経費、文字の同定やデータ移行

に要する経費、環境構築やテスト等に係る

経費などに対して補助されるものでござ

います。令和５年度は、標準システムと現

行システムの相違点の調査を予定してお

ります。この業務に要します費用としまし

て、１，４５６万１，０００円を計上して

いるものでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 資産活用課、森﨑課長。 

○森﨑資産活用課長 質問番号１１番、予

算書５０ページの土地売払収入について

のご質問にご答弁申し上げます。 

 旧別府公民館につきましては、狭隘地で

あることから建物有りの形で普通財産化

を現在所管課で調整中でございます。市民

活動支援センターにつきましては、現在、

解体工事を実施中で、こちらもそのうちに

普通財産化を調整しているところでござ

います。いずれも普通財産化が整いました

ら、資産活用課にて売却手続を進めてまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 財政課、森川課長。 

○森川財政課長 質問番号１２番、予算書

６２ページの市債発行と基金の考え方に

ついてでございます。先ほどもご答弁させ

ていただきましたが、千里丘駅西地区再開

発事業を初めとする大規模事業の実施に

伴い歳出予算額が増加しておりますこと、

また、将来的な状況を見据えて、基金の活

用に加え、元金償還金を超える市債を発行

することにより財源を確保しているもの

であります。 

 基金繰入金と市債発行の考え方といた

しましては、市債残高と基金残高のバラン

スを取りながら、市債や基金の残高が過大

又は過小になることのないように努めて

おります。 

 それから、市債発行に当たっての考え方

でございます。市債を発行する事業につき

ましては、できるだけ有利な条件で市債が

発行できる事業を優先的に発行していく

考えを持っております。例えば、様々な事

業債がございますけれども、緊急防災減災

事業債というものにつきましては、事業費

の１００％が市債で発行でき、なおかつ、

そのうち７０％が後年度の交付税の基準

財政需要額に算入されるという有利な条

件となっております。そういった本市にと

って有利な事業債を優先的に発行してい

く予定としているものであります。 

○三好義治委員長 総務課、川本課長。 

○川本総務課長 質問番号１３番、予算書

７０ページの市例規集委託料で例規集の

電子化への方向性についてのお問いでご

ざいます。 

 例規集につきましては、かつては紙ベー

スといいますか、本のみでございました。

平成１２年度に例規集を電子化いたしま

して、庁内ＬＡＮにアップして職員等が閲

覧し検索できるほか、市のホームページに

も掲載し、市民が閲覧できるようになって

おります。また、電子化のタイミングで、

本の例規集も４００部から５０部に削減

を行っております。 

 以上でございます。 
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○三好義治委員長 水みどり課、宮城課長。 

○宮城水みどり課長 １４番目のご質問

の占用管理システムの内容についてお答

えいたします。 

 水路敷における管渠の埋設や足場設置

などの一時利用、また水路上空への架空利

用などを実施する際には、事業者から法定

外公共物占用申請を提出していただくこ

とが条例で定められております。 

 現在、水路占用申請における事務手続に

ついては、エクセルなどの汎用ソフトを使

用して業務を行っております。これまでは

担当者によってデータの整理方法が異な

るなど、継続した業務に支障が生じ、事務

処理に時間を要しておりました。今回、令

和４年度に完成いたします水路台帳並び

に水路占用管理システムについては、担当

者を問わず事務作業が効率化され、情報の

整理をより迅速・適正に行うことができる

ようになります。 

 本委託料につきましては、令和５年度か

らシステム運用を開始するための保守利

用料となっております。 

 続きまして、１５番目、内水氾濫解析業

務の内容についてお答えいたします。 

 安威川以南の公共下水道雨水整備率は

未整備地区が多く、水路施設を活用して雨

水排除を行っております。しかしながら、

水路施設を用いた氾濫解析を行っていな

いため、浸水リスクを評価する必要がござ

います。本委託は令和４年度から令和６年

度までの３か年事業としており、その内容

といたしましては、番田流域の下流に位置

する摂津市において、番田流域の水路施設

や下水道施設を含めた施設情報や観測情

報などを用いて内水氾濫解析を行い、水路

施設の排水能力評価や浸水被害が発生す

るおそれがある地域を抽出してまいりま

す。初年度である令和４年度は、本市だけ

でなく、神安土地改良区、大阪府、上流市

である高槻市や茨木市、吹田市などで構成

する番田流域治水対策連絡会を開催し、会

員各位から提供された資料及び令和４年

度に完成する水路台帳データなどを活用

しながら、資料の収集整理作業を行ってお

ります。 

 続きまして、１６番目、用排水路改修負

担金の事業内容についてお答えいたしま

す。 

 昭和４０年頃に築造された高槻市、茨木

市、摂津市を流れる幹線排水路及び番田水

路は農業用排水路であるとともに、都市化

による地域の排水や近年の集中化・激甚化

する降雨を排水する役割を担ってまいり

ましたが、築造から５０年以上経過してお

り、施設の老朽化とともに、護岸の損傷な

どで機能が低下しております。そのため水

路管理者である神安土地改良区により水

路機能の回復強化を目的に水路護岸の改

修を行う工事について負担金を支払うも

のです。 

 令和５年度の事業といたしましては、三

箇牧水路の安全柵設置工事と幹線排水路

の護岸改修工事の２か所が予定されてお

り、三箇牧水路については令和５年度、幹

線排水路は令和６年度の完成予定となっ

ております。 

○三好義治委員長 道路交通課、寺田部参

事。 

○寺田建設部参事 １７番目の修繕料の

お問いでございます。こちらについては、

昨年度の当初予算に比べて増額とのお問

いであったかと思います。内容といたしま

しては、フォルテ摂津、ＪＲ千里丘駅東口

でございまして、そこの地下の自転車・自

動車駐車場がございます。その部分で修繕
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料が発生いたしておりまして、３点ござい

ます。１点目は自動火災報知設備、２点目

が非常放送システム、これらは緊急時に避

難を促す設備でございまして、施設建設後

３０年経過しておりまして、更新が必要で、

今回予算を計上させていただいておりま

す。 

 ３点目でございます。駐車場、出口部の

スロープの側壁のタイル、こちらに一部は

がれが見られる状況がございます。浮き上

がりがございますので、事故防止のため緊

急の対策が必要との判断がございました。

これらについては、資産活用課の営繕担当

の職員の立ち会いの下、修繕優先度の判定

をいただいているところでございます。 

 続きまして、１８番目、公共施設巡回バ

ス運行管理の部分での予算計上に当たっ

ての乗車人数の認識とのお問いであった

かと思います。 

 今般コロナ禍によりまして、コロナの影

響前の乗車人数に比べますと、やはり、一

定影響は受けている状況でございます。令

和４年度の状況については、コロナ前の平

成３１年度ぐらいまでの乗客は戻ってき

た状況でもございます。今後ともまた引き

続き、令和５年度もよりコロナの部分での

影響が薄れてくるものと推測もいたしま

す。この部分についての認識としてはその

ように原課としては認識しているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 道路管理課、西課長。 

○西道路管理課長 予算書１４８ページ

の道路維持工事における令和５年度当初

予算額と令和４年度当初予算額の差が約

１．８倍あることについての主な理由につ

いて、お答えさせていただきます。 

 道路補修事業における道路維持工事は、

予防保全型の計画的な舗装の修繕工事を

実施するもので、５年に一度の舗装点検結

果などを踏まえて策定する舗装修繕計画

に基づき、毎年、予算要求時に次年度の工

事予定箇所を選定し、近年では、当初予算

額をおおむね１億７，０００万円ほど計上

させていただいております。 

 令和４年度当初予算の事業費につきま

しては、令和３年１２月に国の令和３年度

第１次補正予算が計上、配分され、本事業

が追加の交付金の対象事業として示され

ましたことから、もともと令和４年度に予

定しておりました舗装工事のうち３路線

を前倒しして実施することとし、３月議会

において令和３年度の補正予算に計上さ

せていただきましたことから、当時、当初

予算額は９，０００万円となっております。

３月議会で増額補正しました予算につい

ては、その全額を繰り越して令和４年度に

実施するものとなりますことから、これら

を合わせた予算額は実質例年と同程度の

規模となっております。一方、令和５年度

当初予算の事業費につきましては、令和４

年度の国からの本事業に対する補正予算

の計上、配分がなかったことから、この予

算額はおおむね例年と同額の１億７，００

０万円計上させていただいております。し

たがいまして、令和４年度よりも事業量が

大幅に増えたものではございません。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 建設課、江草部参事。 

○江草建設部参事 住宅マスタープラン

の改定委託料についてのご質問にお答え

させていただきます。 

 本計画の改定につきましては、国の住生

活基本計画が令和３年に改定され、それに

伴いまして、大阪府の住まうビジョン・大

阪、大阪府住生活基本計画、これが令和３
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年１２月に改定されました。それを受けて、

改定作業に着手するものであります。この

中でお問いであります現状の課題でござ

います。国の計画、大阪府の計画でも書か

れているんですけど、社会環境の変化、あ

と住宅のストック、この辺の課題が本市に

ついてもあるというところでございます。

改定の視点としましては、それに対応する

がため気候や環境の変化、水害等の視点と

か、あと住宅ストックにつきましては長寿

命化とか空き家の対策、カーボンニュート

ラル、こういう視点を踏まえて改定作業を

進めていくことを考えております。 

 続きまして、補助金のご質問にお答えさ

せていただきます。 

 先ほどの補正と同じようになってくる

んですけど、予算計上につきましては一定

予測を立てて計上させていただいており

ます。耐震診断、耐震改修につきましては、

同額の計上をさせていただいております。

対象の住宅の耐震改修の診断につきまし

ては、令和４年度は２年ぶりに個別相談会

等を実施しまして、件数が増えている状況

があります。そのこともありまして、同額

の予算要求をさせていただいております。 

 ３番目、ブロック塀の予算につきまして

は、令和５年度は２００万円の計上で、令

和４年度より１００万円の減になってお

ります。これにつきましては、意識がやは

り低下したのと、一定ここにつきましては、

対象としているブロック塀につきまして

どんどん撤去されていって、件数も減って

いっていることも勘案しまして、本年度に

つきましては１００万円減の２００万円

の予算要求をさせていただいております。 

 空家解体の補助金につきましては、対象

が特定空き家等の建物の解体が対象にな

ってきますので、現状の特定空き家の部分、

今後なる可能性のある部分、その辺を勘案

した形で予算を半減させていただいてお

ります。 

 狭隘道路につきましては、今回補正で大

きく減をさせていただいているところで

ございます。先ほど説明させていただきま

した重点地区についての補助について、令

和４年度について事業者にアンケートと

か直接ヒアリングを実施しております。実

際に補助を活用しての事業はなかったん

ですけど、ヒアリングの中でもし事業を実

施する可能性があれば使える可能性のあ

る制度であるとのお声もお聞きしている

という状況もありまして、令和４年度と同

額の予算を要求させていただいておりま

す。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 資産活用課、森﨑課長。 

○森﨑資産活用課長 質問番号２４番、予

算書１６０ページ、市営住宅等総合管理業

務委託料の内容についてご答弁申し上げ

ます。 

 内容といたしましては、毎月のエレベー

ター保守点検、年２回の消防設備点検、年

１回の給水設備保守点検の３項目となっ

ております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 水みどり課、宮城課長。 

○宮城水みどり課長 ２５番目のご質問、

安威川ダム水特法１２条負担金の内容に

ついてお答えいたします。 

 当初、安威川ダムの事業期間は令和３年

度内の完了であったことから、負担金の支

払いは令和３年度が最終となっておりま

したが、事業期間が令和５年度まで延伸さ

れたことにより、令和４年度の負担金がゼ

ロ円となっております。このゼロ円といい

ますのは、延伸されたことによる沿線市に
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よる追加による負担金はございませんで

したので、令和４年度はゼロ円となってお

ります。ただ、平成１３年３月２７日付の

淀川水系安威川ダムに係る水源地域対策

特別措置法第１２条第１項の負担に関す

る協定書の第４条に、各年度の協定負担額

は最終年度において各年度価値に物価変

動に伴う換算を行い精算するものとする

とあるため、令和５年度に精算した額を最

終の負担額として支出するものとして計

上しております。なお、令和６年度以降に

つきましては、安威川ダム建設に係る負担

金の発生はございません。 

 以上です。 

○三好義治委員長 防災危機管理課、竹下

課長。 

○竹下防災危機管理課長 ２６番の防災

無線保守委託が、令和４年度の当初予算か

ら減額している理由についてでございま

す。 

 防災無線保守委託につきましては、小学

校など市内１７か所に設置している防災

行政無線のスピーカーなどの設備の保守

点検を専門業者に委託しております。予算

の減額につきましては、令和４年度に屋外

設備に搭載している蓄電池の更新時期が

集中しまして、これは１６か所更新するこ

とによるものでございます。 

 次に、２７番の市民用避難所運営マニュ

アル作成の効果と考え方でございます。避

難所運営マニュアルの作成につきまして

は、防災サポーターや自主防災会などの市

民ボランティアの皆さんから、ワークショ

ップを通じて意見交換をする上で避難所

運営について様々な情報や意識を共有す

ることができ、平時にお互いの顔が見える

関係、これが構築されることにより災害時

に円滑な避難所運営が図れると考えてお

ります。今後、各地域の自主防災会と職員

がこのマニュアルによる訓練を実施して、

地域の特性に見合ったマニュアルを作成

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 村上委員。 

○村上英明委員 １番目から、２回目の質

疑もありますけど、要望も含めてさせてい

ただきたいと思っております。 

 １番目の市民税の分です。また、２番目

の質問の法人税もですが、要望というか、

意見ということでさせていただきたいと

思っております。この収入が増える、また

法人の収益が増えるのは、経済的にも本当

にいいことなのだろうと思います。これは

市がどうのこうのということで調整でき

ることではないんですけれども、社会の状

況を見ながら、今後もしっかりと予算計上

をしていただきたいということで、１番目

と２番目の質疑は終わりたいと思います。 

 ３番目でございます。普通交付税の増額

補正ということです。法定率分の再算定で

普通交付税が増えたということでござい

ます。総論的には、行政としてもどこでも

そうですが、収入の増加は本当にいい方向

で私は感じています。普通交付税というこ

とで、これは財源不足を補うのは基本的な

ことで、増額となるのがいいのか、減額と

なるのが財政需要的にもいいのかという

ところはあるんですけれども、収入が増と

なったこととすれば良いという認識であ

るのかと思います。税の面をしっかりと注

視をしながら取り組んでいっていただき

たいということで、要望としておきます。 

 ４番目の交通指導業務委託料でござい

ます。これは契約差金でございまして、今

回質問をさせていただいたのは、契約をす

るに当たって、昔は９０％ぐらいになった
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らいいという私は感覚で思っていたので、

そういう意味では３０％というのは大き

な数字かと思いまして質問させていただ

きました。減額になったことが業務に影響

しないように、今後しっかりと駅前等も含

めながら違法駐車防止の業務に取り組ん

でいただきたいことをお願いして、この質

問を終わりたいと思います。 

 ５番目でございます。これも要望としま

すが、入札で４６％の差金が出てきた。こ

れは先ほど申し上げたとおり、私の認識と

してはこの数字は大きいと思ったので質

問をさせていただきました。今の気候変動

等々によって浸水被害は、摂津市内でも平

成２４年、平成２５年ぐらいにもありまし

た。浸水対策の計画にしっかりとこれから

も取り組んでいただくことは、市民として

の安心感が高まることにもつながってく

ると思いますので、今後も取り組んでいっ

ていただきたいと、要望しておきたいと思

います。 

 ６番目でございます。情報をしっかりと

発信をしていっていただきたいというこ

とで、これは要望としておきます。 

 ７番目の件でございます。この申請件数

が減になったことが一番大きな理由だっ

たと思います。ただ、耐震診断とか耐震改

修をしなければいけない対象者の家はま

だまだあると思います。そういう意味では、

これは令和５年度も予算を見ておられま

すけれども、しっかりと補助金という制度

があることも含めて情報発信をお願いし

まして、質問を終わりたいと思います。 

 ８番目でございます。市民税、９番目も

同じですが、やはり景気の回復といったも

のがこの予算にもかなり影響してきてお

り、増となることはいいことだと思います。

ただ、税の公平さもありますから、滞納と

ならない取組をお願いしたいと思います。

８番目、９番目はそういうことでございま

す。 

 次に、１０番目でございます。デジタル

基盤改革支援補助金で、２回目をお尋ねし

ます。デジタル化社会の中で、行政として

どういう方向性をもってデジタル化を進

められていくのか、その認識を２回目にお

尋ねします。 

 １１番目でございます。土地売払収入で

旧別府公民館でございます。これは１回目

の質問でも申し上げましたけれども、令和

４年度と同額が令和５年度の新年度予算

にも計上されております。やはり、売却は

一つの方向性を示された中で、課題も残っ

てはいると思いますけれども、やはり大阪

市にも隣接しているような場所でもござ

いますので、そういう意味では魅力もある

程度あるかと思っています。先ほど申し上

げた土地の様々な課題もしっかりと整理

をしていただきながら、この予算計上した

ことによってその業務を進めていただき

たいということで、これは要望としておき

ます。 

 １２番目の市債の件でございます。この

数年間、令和３年度から償還を上回る起債

が行われていると思います。ただ、それが

千里丘駅西地区の開発とか阪急京都線の

連立もそうですが、あと公共施設の新設な

どもあります。やはり、基金繰入れのこと

も含めて、ある程度は基金を温存しなけれ

ばいけない部分もありますから、しっかり

とバランスを取っていただきたいと思い

ます。ただ、これが償還を上回る起債をし

ていくことが一筋には悪いことではない

と思いますので、未来への投資という言葉

もございますし、また、ちょっと昔ですと

借入れは負の財産だというような言葉も
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ありました基金のバランス、また起債のバ

ランスをしっかりと取っていっていただ

きたいということで、借金が膨れ上がるこ

とがないような形で取り組んでいただけ

たらと思います。２回目の質問とさせてい

ただきたいのは、この償還を上回る今の起

債の状況が令和３年度から続いていると

思います。これはいつまでこういう形を想

定されているのかと、もう一つは、この起

債があることは、償還がありますので、ピ

ークをいつ頃と想定されているのか、２回

目にお尋ねします。 

 １３番目でございます。 

 紙ベースのみの市例規集がかなり減っ

てきたということであります。これは市民

の方にとっても、摂津市のホームページと

か、インターネットが困難な方等もやっぱ

りおられると思います。紙ベースはゼロに

はならないとは思いますけども、やはり、

電子化はこれからも進んできますから、そ

ういう社会の流れを見据えながら、極力、

電子化を進めていっていただく方向で例

規集も取り組んでいただきたいというこ

とで、要望としておきます。 

 １４番目の占用管理システム保守業務

委託料の件でございます。 

 今まではエクセルベースで作っておら

れたとのことでありますので、そういう意

味では先ほどのご答弁でもございました

けども、担当者によって、入力すべき事項

の判断に若干の差があったのかと思いま

す。答弁の中でも、迅速性とか、正確性を

システムを入れることによって、アップし

ていくということで、ご答弁がありました。

そういう意味では、やはり一つ一つの作業

時間を短くすれば、ほかの作業もできると

か、心に余裕できるのもあると思います。

システム関係をしっかりと進めていただ

きたいということで、要望としておきたい

と思います。 

 １５番目でございます。 

 ２回目の質問をさせていただきたいと

思います。３年間で委託をされていますが、

先ほど排水の地域を決めていくと言われ

ていたと思うんですけども、改めてほかの

ことも含めながら、この解析業務を生かす

ことについて、どう考えておられるのか、

２回目にお尋ねします。 

 １６番目の用排水路改修負担金でござ

います。これは番田水路等々の護岸の修繕

でありますので、そういう意味では、先ほ

どもありましたけども、水の怖さはかなり

持っておられると思います。安全性を高め、

しっかりと改修は進めていただきたいと

思いますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

 １７番目でございます。 

 これも要望とさせていただきたいと思

います。やはり修繕はどうしても必要なも

のでもありますので、市民の方々にすれば、

新しいものができたことで、投資に対して

の費用対効果がなかなか見えづらいとこ

ろもあるかと思います。やはりこの安全面

を高めるとか、先ほど火災報知設備の更新

もありましたので、しっかりと取り組んで

いただきたいと思います。 

 修繕料の中に、私の認識では道路の路面

標示等とも含まれていたかと思っていま

す。なかなか車の運転をされておられる方

の中で、停止線ではしっかりと止まってい

ただきたいという安全面の向上、施策も考

えておられました。停止線の部分を少しハ

ンプみたいな形で盛り上げるとか、横断歩

道との間の部分を少し盛り上げて、車で通

行される方から、より見やすい、スピード

を落としていただける、確実に止まってい
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ただけるような取組を考えていただきた

いということで、要望としておきます。 

 １８番目でございます。 

 ２回目に質問させていただきたいと思

っているのは、公共施設巡回バスで、今ま

で１台でしたが、今は２台で運行していた

だいております。予算上は人数が増えても、

減っても大きな変化はないと思います。た

だ、鳥飼地域を回っていただいており、や

はり一人でも、二人でも、乗車をしていた

だければ、運行する必要性はあるものと捉

えております。ただ、人数が少ないから、

この事業は再検討ということにはならな

いようにしていただきたいと思っており

ます。 

 ２回目の質問として、行政の認識として、

公共交通の空白地域はないとの答弁があ

ったかと思います。公共施設巡回バス、平

日のみの運行でございますので、そういう

意味では土日にはやっぱり空白地域がで

きてくると私は思っております。 

 そういう意味では、土日も、祝日も含め

ながら、公共施設巡回バスのみだけでの運

行ではなくて、民間バスにもアクセスでき

るような両方でタイアップしてこの公共

交通を充実していくのは一つだと思いま

す。その辺の考え方を２回目にお尋ねしま

す。 

 ２０番目でございます。 

 これも２回目で、要望とします。 

 先ほどのご答弁で、令和４年度予算とそ

んなに差がないということでした。 

 昔は、アスファルトの補修費は、１億円

もいかなかった時期もございました。最近

は予算も増えており、市民の要望等々にも

応えていただいていることは、評価をして

おります。 

 ただ、アスファルトの法定耐用年数が１

０年と言われている中でありますので、ま

だまだお金は本当に必要になると私は思

っております。今年中に本当はやりたいけ

ども、来年度、再来年度に持ち越しをすれ

ばするほど、次年度以降にたまってくるこ

とにもなってきます。やはり市民の方の移

動手段、自転車とかバイクもそうですが、

道路の側道側には波を打っている部分も

あります。 

 その一方で、自転車の動線を確保してい

くお話もありますから、その部分ではやは

り安全面を高めるという意味でも、しっか

りと舗装は、取り組んでいただきたい、予

算確保していただきたいということもあ

ります。 

 他市では、大きくない交差点では、舗装

の色を変えているとか、交差点という意識

を高めていただくために舗装の色を変え

ている事例もございます。交差点ではスピ

ードを落とさないといけないとの認識を

持つためには、舗装の色を変えて、安全面

を高めるなども取り組んでいただきたい

と思います。また、道路のパトロールをさ

れている部分もありますので、その中でド

ライブレコーダーの連動したＡＩを活用

して、舗装の更新計画を立てていけるよう

なシステムをつくるなど、考えていただき

たいということで、要望としておきます。 

 ２１番目、住宅マスタープランの改定で

ございます。 

 これは、令和３年度に改定する考えもあ

ったかと思います。これが令和５年度とい

うことでありますので、建物長寿命化とか、

空家対策も含めて、現場とマッチするよう

な内容でつくっていただきたいというこ

とで、要望としておきます。 

 ２２番目、耐震診断や耐震改修です。令

和５年度は、しっかりと情報発信もしてい
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ただきながら、耐震診断や耐震改修につな

げていただく取組をしていただきたいと

思います。また、去年もアンケートなどで、

相談会など取り組んでいただいたことは

評価をしております。こういう制度がある

という情報発信をしっかりと行っていっ

ていただきたいということで、要望として

おきます。 

 ２４番目でございます。 

 市営住宅の総合管理でありますけども、

様々な内容で管理をしていただいている

と思います。 

 ２回目の質問でお尋ねをさせていただ

きたいのは、例えば公営住宅の関係で、特

にご高齢の方等々においては摂津市内か

ら市外の府営住宅へ転出されるケースを

聞いております。平成２４年ぐらいに三島

地区で市営住宅を建設されましたが、市営

住宅の新築を検討されているのか、２回目

にお尋ねします。 

 ２５番目でございます。 

 安威川ダム水特法１２条負担金です。 

 先ほどのご答弁の中でも令和５年度で

精算をして、今後のお金は発生はしません

ということでありました。安威川ダムによ

って、摂津市の防災力も高まったと思いま

す。安威川の土砂のしゅんせつについて、

かなりお金がかかるということで大阪府

にも要望もしていただかないといけない

部分があります。今後も継続して要望を行

い、しっかりと進んでいく取組を、お願い

をしたいということで、この質問を終わり

ます。 

 ２６番目です。２回目の質問で、防災無

線関係です。学校等々にも放送設備を設置

されているということでありますけども、

Ｊアラートの訓練時に、少し声が届かない

ということとか、故障等々があったかと思

います。その辺の対応や考え方について、

お尋ねします。 

 ２７番目でございます。 

 要望とさせていただきますけども、市民

用の避難所運営マニュアル作成の効果で、

ご答弁をいただきました。 

 やはり、平時のときに行政と市民の方、

また、避難所運営に携わられる方等との顔

つなぎも言われておられたと思います。地

域のそれなりの特色というか、特徴がある

と思います。校区単位の防災訓練もされて

おられます。 

 この手法で、防災訓練においても地域の

住民の方々の参加者数は、大体１０％ぐら

いだと思っています。 

 そういう意味では、やはり避難所という

意識をもう少し高めていただくような情

報発信も必要かと思います。先日、兵庫県

の防災センターでも、東日本大震災が発生

したその日の避難所の状況など、映像で流

されていたようです。てんやわんやで大変

だったみたいで、通常の防災訓練みたいに

シナリオ通り流れて行かないというのが

実際だと思います。発災をしたときの初日

とかが一番肝心だと思いますので、そのと

きにしっかりと運用できるようなマニュ

アルをつくっていただきたいと思ってお

ります。 

 また、先ほど申し上げた校区単位で、小

学校での避難所の収容人数も違います。ま

た、正門から入っていってグラウンドを抜

けてから体育館に入るような学校と、その

逆もありますから、市内全域の避難所で同

じマニュアルということでなしに、地域に

合わせたマニュアルをつくっていただき

たいと、要望しておきます。 

 以上で、２回目です。 

○三好義治委員長 答弁を求めていきま
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す。 

 下郡課長。 

○下郡情報政策課長 質問番号１０番、デ

ジタル化についてどういう方向性で進め

ていくのかとのご質問にお答えをいたし

ます。 

 まず、１回目でお答えをいたしました基

幹システムの標準化につきましては、令和

７年度までというゴールが定められてい

るものでございますので、着実に取組を進

めてまいりたいと考えております。 

 また、今後の大きな方向性についてでご

ざいますが、市民の目線と、職員の目線、

二つの目線で取り組んでまいる必要があ

ると考えております。 

 まず、市民の目線では、市民サービスを

より便利に、より快適に変えていくことを

目指すものでございます。例えば、行政手

続のオンライン化の拡大といった、時間や

場所の制約に捉われず、サービスを受けら

れるような取組を進めてまいります。 

 また、職員の目線ではデジタル化により

まして、より効率的に業務ができるように

変えていくことを目指すものでございま

す。 

 例えば、ＡＩ自動文字起こしツールのよ

うなＡＩ技術であったり、ＲＰＡのような

デジタルツールを活用することによりま

して、生産性の向上を図ることで時間を生

み出しまして、新たなサービスや業務へシ

フトしていくことを目指すものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 森川課長。 

○森川財政課長 質問番号１２番の市債

に関しまして、元金償還金を上回る市債発

行はいつまでと見ているのか、また、償還

額のピークをいつ頃と見ているのかにつ

いてでございます。市債につきましては、

とりかいこども園や千里丘小学校の建替

えに費用を要することなどから、当面は市

債の発行により財源を確保することを想

定しております。 

 今後、実施する事業によりまして市債発

行額は変動いたしますことから、なかなか

お答えすることは難しい状況ではありま

すけれども、現在試算しております数値と

いたしましては、令和４年９月に作成して

おります中期財政見通しの主要事業にお

きまして、その主要事業の市債発行見込額

を、令和６年度３４億円、令和７年度が３

８億円、令和８年度が１９億円、令和９年

度が１９億円と見ております。 

 そのことから、令和８年度もしくは令和

９年度頃までは、市債発行額が元金償還金

を超えるのではないかと見ております。 

 それから、償還額のピークでございます

けれども、今後の償還額に関しましても同

様に中期財政見通しの作成時に、市債発行

の見込額を含めまして試算をしておりま

す。 

 借換債を除いた償還額でございますけ

れども、借換債を除いた償還額は令和５年

度では約１９億円でございます。令和３年

度に元金償還金を超える市債を発行して

おりますけれども、元金の償還金に関しま

しては、据置期間がございますことから、

令和６年度までは減少して、令和７年度か

ら増加に転じると試算をしております。 

 償還額のピークの時期につきましては、

現状の試算ではございますけれども、その

試算では、令和１０年度に約２２億円の償

還額となり、ピークになると見ております。 

○三好義治委員長 寺田部参事。 

○寺田建設部参事 １８番目の公共施設

巡回バスの２回目のご答弁させていただ
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きます。 

 セッピィ号の扱いでございます。民間バ

スへのアクセスをすることによって、運行

効果を高めるのではないかとのご提案で

あります。 

 セッピィ号につきましては、平成１８年

度から市営の貸切りバス事業としてスタ

ートした制度でございまして、鳥飼地区を

中心に市民の公共施設への足ということ

でご利用いただいているところでござい

ます。 

 平成３０年１０月からは２台運行とさ

せていただいて、より利便性向上にも努め

ているところでございます。 

 ただ、人口減少、特に鳥飼地域の中では、

少子高齢化というようなところが顕著に

進んでおります。なおかつ、交通事業者に

おかれましても、運転士不足であったり、

バスの乗車というところでは、運行の減便

というような内容で、かなり路線バスを取

り巻く状況も非常に厳しい状況にあると

認識いたしております。 

 今後、地域公共交通の見直しを図ってい

く中で、地域の実情、市内の道路交通状況

や、市民のニーズ等も踏まえて、持続可能

な公共交通サービスはどうあるべきかと

いう視点に立って議論をしてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 １５番目のご質問

の２回目としまして、内水氾濫解析の今後

の活用方法についてお答えいたします。 

 本事業の令和５年度以降については、内

水氾濫解析のシミュレーションを実施す

ることで、摂津地域における排水能力評価

を行い、浸水のおそれがある地域の確認を

行うことで、番田流域治水対策連絡会の場

で大阪府や上流市などに情報を共有し、流

域全体における治水事業の促進につなげ

ていきたいと考えております。 

 活用につきましては、このシミュレーシ

ョンは本市だけではなく、上流市において

も内水氾濫の危険である箇所をお示しす

ることができますので、この連絡会の場で

共有することで、また、上流市において、

下水道整備の際、この箇所を整備していた

だくことによって、下流市である摂津市の

内水の氾濫が軽減されるものと考えてお

ります。また、本市におきましては、危険

箇所と判断される場所においては、ゲート

やポンプの設置計画等を策定していける

ものと考えております。また、この番田流

域治水対策連絡会は、今後も引き続き開催

していき、そのたびに各市町村、市の整備

状況等を情報として共有していく場とし

て、継続していきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 森﨑課長。 

○森﨑資産活用課長 質問番号２４番、市

営住宅に係る２回目のご質問にご答弁申

し上げます。 

 現在、三島、一津屋第１・第２団地にお

きましては、今後長寿命化を予定しており

ます。 

 鳥飼八町団地におきましては、今後、５

年間をかけて建替え等を前提とした検討

を進めてまいる予定でございます。 

 現四つの市営団地を保有しながら、新た

に新築する市営住宅という考えについて

は今のところ予定はございません。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 竹下課長。 

○竹下防災危機管理課長 ２６番、防災行

政無線の故障時の対応についてでござい

ます。 
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 防災行政無線の故障時の対応につきま

しては、２４時間３６５日、受け付けてお

り、現場確認などにより設備の稼働点検を

行って、問題のある箇所が発見された場合

には別途費用はかかりますけれども、応急

処理や機器設備の交換等の修繕をいたし

ます。 

 また、緊急点検や機器修繕を行った対応

履歴につきましては、受入れ業者から報告

書が提出されますので、市で保管いたしま

す。 

 また、定期点検につきましては、本館に

設置の親局設備、それから受診装置、並び

に屋外に設置の子局設備、こういったもの

を年に１回、点検をしております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 村上委員。 

○村上英明委員 ３回目、全て要望として

いきます。１０番目のデジタル関係につき

ましては、先ほどのご答弁でも令和７年度

までは標準化ということもございました。

このデジタル化によって、やはり市職員の

方々の業務量が軽減する、あるいは２４時

間、住民票、夜中でも申請して朝取りに来

れることも含めた市民サービスの向上に

つながっていくシステム構築を今後もお

願いをしまして、この質問を終わります。 

 １２番目の市債の関係でございます。償

還がやはり財政的にも重たくならないよ

う、基金と組み合わせたものを取り組んで

いただきたいと思います。 

 ただ、この事業を行うに当たっては、歳

入があればこそ、事業を打っていけるとい

うことだと思います。起債できる事業関係

は極力起債をして、基金温存していくのも

考え方の一つかと思います。起債と基金の

繰入れのバランスをしっかりとこれから

も取っていっていただいて、未来への投資

ということもありますし、過去には厳しい

財政状況にもなったこともございますの

で、財政が悪化しない取組をしっかりと取

り組んでいただきたいということで、要望

としておきます。 

 １５番目の内水氾濫の件でございます。 

 これは各市と情報共有をしていただき

ながら、やはり、先ほどありましたように

危険箇所の対応策をなるべく早く考えて

いく取組を進めていって、被害の軽減を図

れるように、今後もお願いをしたいという

ことで、要望としておきます。 

 １８番目の公共施設巡回バスの件でご

ざいます。 

 公共施設巡回バスは、やはり法律で定め

られた範疇の中で市民の移動手段の確保

につながるように進めていただきたいな

と思います。 

 なかなかバランスが難しいところもあ

ると思いますが、やはり、市民の移動手段

を確保するために、今後考えていただきた

いということで、要望としておきます。 

 ２４番目の市営住宅の件でございます。 

 鳥飼八町住宅、５年ぐらいかけて検討し

ていくということでございますが、ただ、

鳥飼八町住宅に住んでおられる方からす

れば、こういう平家建ての家は、市内でも

少ないということでもございますので、せ

めて、私たちが生きている間には、このま

まに置いといてほしいというご意見も賜

っているとこもあります。そういうことも

含めながら、今後の鳥飼八町住宅の検討を

進めていただきたいと思いますので、市民

目線で捉まえた検討をお願いしたいと思

います。 

 最後に、２６番目の防災無線関係でござ

います。 

 もしものときの情報発信は必要なこと
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だと思いますので、２４時間３６５日、し

っかりと点検を進めていただく中で、発信

をしようとしたときに故障していたとい

うことでは話になりません。そういう状況

をつくらないように、保守点検はしっかり

と進めていただきたいと要望して、私の質

問を終わります。 

○三好義治委員長 村上委員の質問が終

わりました。 

 本日の委員会は、この程度にとどめ散会

します。 

（午後４時４８分 散会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り、署名する。 

 

総務建設常任委員長 三好 義治 

 

 

 総務建設常任委員  三好 俊範 


